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貨物船「山月丸」

（10,834重量砿・19ノッ1)

昭和27年11月28日竣工

日立造船・櫻島工場建造
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フレーム･ラダーフレー必･シヤフ

プラケツート・各種アン"カー・う°〆Iゼ

エンジン起動用空気圧縮機。船内
臓用冷凍機・各種ワイャーローフ

AB.ロイド規格電弧熔接棒
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本就榊戸市葺合匡脇濱町1の36
東京支斌

大阪事務所

九州出張所

二

東京都千代田匡丸の内（鐡鋼ピル）
大阪市東厘.北濱三丁目五

門司市′I、森江(榊鋼金囑丙）
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日本に着く大半の船に対し

その利盆を確保しています
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ガ ーゴイルは

四つの点で経費を節減します
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蕊油量の減一少

損耗の減少

修理の減少
機械壽命の延長
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全世界の主要港にはガーゴイルのマリン

技術サービスがあり常に船主の利盆を計
っ て居，まず

・機誠の 特別点様

・使用油の選択推奨

・迅逹なる試験サービス

以上の各項に対し完全な報告書を提供します

:残

文献｡案内書御希望の方は下記スタシダード・ヴアキユーム

オイル・カムパニー宛御申込下さい

東京。繊浜・,大阪・名古屋。仙台。小樽・輻岡

GARGOYLE

88年に亘リ研究と製油並に潤滑技術に齢て世界の首位遥薙保して居ります
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機開運簿中でも回数が増減出
來又ポンプエレメントの取替
えが出來まず。外部から簡軍

に微細な油量の調節が出來る

油量調節装置をつけました。
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給水加熱器
主機復水器
蒸溜器冷却器
造水蕊雷
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索重 (獄工場
幅島縣輻島甫曾根田町十二番地
東京都千代田厘丸ノ内ニノニ丸ビル三○七

電話和田倉(20)4062.4603,4004

幅 島工場
東京螢葉所
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冒東水位計の時長
日東遠隔誘導式水位計はボイラー内の水位・
鐙化によって生ずる，發信器内の薄濾の雨
面にかかる水墜の愛化を利用して誘導＝イ、
ル内の鐵心を上下させて誘導コイルのリア，：
クタンス駐饗化させ，これによって生ずる＃
電流葵化を遠隔の表示器に指示叉ほ記録ずI
る様にしたものでありまして，從來使用さ：
れております水銀U字管内の浮子によって：
鐵心を上下せしめる誘導式水位計に比較しi，

猟 て次の利難を持って居ります。
1水銀差利用しないので従来の如く操作を誤；
つ竃も水銀遥吹飛ばし使用零能になる事は
ない。

2水銀U字管ではU字管が傾斜すると水銀面F
の位霊が翼化するが本器に雄てばこの撰な
現象は全熱起らない。鍵ってローリングやI
ピッチング心ある韻に最適である。
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寺デイ火災探知並＝消火装置

ベンディクスデプ ニ レ コ ー ダ ー 息

磁氣羅針儀各種

‘電氣式通信器､≦
電氣式回韓計

‘舵角一指示器
トーションメーター

T.K｡S.動腰式測程縦
･‘タンクケージ，ドラフトケーヂ

＆

吟当蝋
鐸

ベンディクスデフ・桑レコーダー－

磁氣羅針綾各種

‘電氣式通信器､≦
電氣式回韓計

‘舵角一指示器
トーションメーター

T.K｡S.動腰式測程縦
･‘タンクケージ，ドラフトケーヂ

豐電｡動及手動測深俵
航海時計（中三針型八日捲）
防風窓及旋回窓

舶 用 各 種 計腿器

探照燈及信號燈
ランタン（電氣浮燈）
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探照燈及

ランタン（
－ 今一
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本吐東京都大田僅東蒲田4～31
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束京誉業所東京都中央匡京橘！～2
セントラルピル7階

TEL京橘(56)957｡1414｡2257｡6012

刺1戸管業所燕戸市生田睡元町通5～60
TEL元町<2)1891."・・ョ夢.、異.-
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①JRCレーダーほ至部國産部品を使用しております

，から，部品の補給，修理其他#こ御不便をかけること
が御座いません｡

②回路は弊肚鶴特のものでありまして，米英の各種
マリン・レーダーの回路駐比較楡討した結果を綜合
致したものでありますも

③戦前戦後を通じての研究の縮華であるし．－グー用
JRCマグネトロンは弊社の諾<)とするところであ
ります。

蝿

il<" 業品目

魚群探知機

方位測定装置
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斗北 丸

航 海 訓 練 所

藤永田造船所
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造 船~胃所

總噸数

速力（公式）

主 機

出力

進 水
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ターどン1
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‘‘アイオニヤントラベラー號，

（ 油 槽 船 ）

ニューヨーク，トランスオーシヤン船菫ニューヨーク・トランス

キヤリヤーズ．コンパニ＝

造船所三菱造船・長崎造船所

全長

長（垂）

幅（型）

深（''）

吃水(術賦）
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’北野廣
大浦・芳

掘膳造蹄所研究室

雄
雄潤滑油による整流予め異状磨耗

ほ試料にﾕ,099瓦をかけ，乾燥状態永涛よび潤滑油を

そそいだ場合並に潤滑油の蒸氣の中で毎分ﾕ,200回湾

10時間蓮績試駁した記録力戎の第1表の通りで磨耗状

1．目 的

昭和27年3月8日中間橡査のため入港した修繕船の

發電機の整流子が非常に磨耗しておった．

その原因を調査するため次の通り賓験を行い潅滑油が

カーボンと整流子との間に瞳いる時臓異ifな磨耗を起す
ことを確認した．

2．責騒

鋪'跡こ示ずような回韓胴式磨耗試験磯に第2岡第3
I跡二示すようなカー･ボンおよび電氣銅製環を取付け荷重

’
況は第5,6,7,8,9,10,11岡に示さる

ﾝ試料

鑑

第4園注油舷態で湘凝から出た繊維朕銅屑;＃浦
一
・’

第5岡乾燥舷態でカーボン摩擦面×50

第1瞳l磨耗試鹸磯

ヤト

I

(唾
隼2岡カーボン試料

3．記

第3圃銅蕊

鋒

」

鐺1表整流子磨耗試験記録施行日5月5日～ラ月15日
■
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環
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側多血
－
１
２
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４
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要

乾燥碓態

注水〃

注 油 〃

測滑油蒸燕内． ’I
0

0‘O”

4.468

0.060

小
犬
大
夫

切粉律0:05m/m～0.07m/m

ヘ0

‐ー'一~‐‐‐-‐‐‐‐テ！

4 ．縞論

以上の記録から整流子涯潤#鋤が附着す瀦時ほ，！(乾

燥,注水状態，あるいぼ潤滑油の蒸氣内等では起らない
ような）非常な磨耗がおこることを知る。

や
一

潤滑油は日石特2を用いた
今へ幸一一心勾一頓

毎鋼翰敷|衝“|回縛崎間|摩擢恋面…|塵撫獅I

茎L型萱’’2001‘’0"，10 7.54

廻廊

劃
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第6園注水妖態で銅環の摩擦面×50

錐8園注油妖謹で鋼謹の摩擦面×50

へ

一蕊10岡潤滑油蒸鍋内で銅環の摩擦面×50､

よって整流子腱潤滑油が附着することば禁物である。

5・参考

(A)このことについて昭和23年12月銃日立評論に
白立翻前研究所高橋匿誇,武政隆一雨氏が研究菱表し
ている。

その主要黙臓次の通りである．：

､1．肋がごく少壁のときおよび潤滑油中に没入咳てい
糧ときば異状磨耗ぼおごらぬ｡，．“‐

通72

第7岡注水状憩でカーボンの摩擦面×50

第夕園注油状態でカー鑑ンの摩擦面×50

第1I圃潤滑油蒸筑内でカーボンの摩擦面×50

2，墜力が0.5kg/cm2以下であれば幾ら回轌しても

起らぬ．

(B)ネーパノ'ｨ黄銅鉛およびアルミニュームについて

乾燥並に注油状態においでカーボンの荷重1,”9瓦をか

けて毎分1)200回鱒で.10時間試鹸してみたが,いずｵLも

日立研究所の發表通り異状磨耗ほおこらなかった。‐‐

謙織は第2表に示さｵ1磨耗状況侭第12,13,14’15,16,

17固に丞さるP__．ー、…一‐

■
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CABGOcAIRE装置について

大阪商船嫌式酋砥エ務部造船課長

新三菱重エ株式曾紅窪鑿設計課長

I緒言

最近我が函においても，船舶による運邊貨物の安全性

の増大および船禮購造物の防蝕に，船鮠潔度調節という

ことが一つの大きな問題として取上げられるようにな

り，その概要は既に詔介されているが，今ここに再び新

三菱重工制】戸造船所において我國で始めて第7次および

第7亥後期の大阪商船の新造貨物船，ぱなま丸，ばわい

丸，めきしこ丸の3隻の姉妹船に装備されたCargocaire

装置について若干の読明を加えて見たいと思う．

､I1船鎗混度調節

外氣の温度準よび潔度の鍵化によって生ずるShip

SWeat,CargOSweat,その他荷役時の雨雲，誼用意の

水分の浸入等による聡丙の貨物の濡損事故は枚畢に暹が

ない．これが防止策とて今日まで我が函において取られ

て来た虚置としては

[a]CowlheadVentilator,MushroomVentilator,

HatchCoverの解放等による自然通風．

[b]ExhaustFanSystem.

[c]ExhaustおよびSupplyFanの､銅．

等と種ﾐr研究改良を加えられて來たが，更に一歩前進し

て，吸漂装置を用い脆内室氣を所要の乾燥状態に保たせ

る漂度調節装置が考えられるに到った．これが船舶への

装備ほ，

[a]IndependentDryingUnitSystemforEach

Hold.

[b]CentralDryingUnitSystem.

に大別される．

今吸潔装置として考えられるのは,Refrigeration

LiquidSorbentおよびSolidSorbent等を用いるも

のであるが，舶用として利用出來る爲には次の諸條件を

浦足し得るものたるを要する．
即ち，

[a]起り得るあらゆる状態の外氣に對し常に高度の吸
漂能力を有すること．

[bl化學的に，また物理的に安定にして運輔取扱中損
傷のないこと．

庫〕吸潔材の消耗少く，かつ蓮韓經費低廉なること．
[d]腐蝕性なく，臭氣なく，不燃性にしてかつ人蓄，

積荷に無害であること。

[e)舶用として特に必要容積小にして，かつ装備費低

廉なるこ‘と．

[f)舶用として動揺，震動等による損傷のないこと．

以上の諸畷牛を浦足し得るものとして,Silicagelを

用いたSolidSorbentのCentralDryingSystem

のCargocaire鍔置が完成された．

IIISilicageI

吸漂材としては璽化カルシウム(CaC12),Silicagel

(SiO2),無水燦酸(P205),鰐流酸(HzSO4),Adsorl

等が知られているが，この内Silicagelほ硅酸の活性化

された多孔性物質にして，吸着に際して，形が崩れず，

粘着性を生ぜず，金躍仁對して腐蝕性なく，硬段容易な

る上吸潔能力も優れかつ約200oCの加熱乾燥により容

易に吸着能力を回復する．

次に森三菱蓮工赫戸篭絡所においてSilicagelの講吻

理的性質を試験した繕果の一部を記する．

○使用Silicagelほ「三井化學」製B印

○粒愛は6～20meshにしてその混合割合は,6~

10mesh69.6%,10～20mesh29.4%,20mesh以上1.0"

である．

吸着量試験

300M嘘×300MM×40MM(厚さ）のSilicagelの暦

を潔度85.5％の篁気を2.5M/secの速度で通過させた

時の吸着量ユ時間のCurveを示すものである．

1

｜

｜
I

|｜｜｜｜｜｜’
＃6

解
鱈
“
｜
ゞ
“
“
癖

《
（
“
命
）
幽
卵
孵
嚥
』

’

吟
。 一__■

Z O40“80

蓮藍g奇問《T毎i風）
100j言い

蕊 1 岡

吸着時の温度上昇と發熱量

Silicage155.79rを熱量計に入れ，その上に水509r

を一度に加え温度上昇を測りたるに眞の吸着による温度
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上昇ほ10.6oCとなった．即ち16.7kcal/kgとなる．

(但し充填比重0.5”とす）

これはSilicagelの場合単なる吸着現象とば異り毛管

凝縮に伴う捧な現象を伴うので，吸着時の温度上昇は

相當顯著である．

脱着再生試霊

吸着試験後の脹清再生試鐵成責下表の如し．

わ

暦……々”“

藏薑臓青乾燥時のSili-
-CageIほ充演比重が
0.665

ほぼ0.57～0.58とな
0.620

0.600れぱ，吸着能力を恢
0.586復せしものと見倣さ

0,576れる．

0．573 以上の諸試験成

0.う78〃績表ほ,Cargocaire

件|充填比重庭理 條
－
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註充填比重ほど－カー 鐙萱の切換運湾時間

100c.c.容器に寂つたもの。決定およびAfter

Cooler容躍定の参考資料となると思う．

L

１
１ 一

一
一

ｌ
‐
１
１
Ⅷ
１
日
０
２
１
１
＃
ｕ
Ｉ
Ｉ
ｌ
朏
順
１
Ⅱ
Ｉ

７
■
■
ｌ
ｐ
ｐ
Ｌ 二翼IVCargocaire装置

[A]装置のPrinciple(第2圖）

装置を大別すれば,Unit・HoldAirCirculation

System,諸よびRecorder(ControlSystemを含む）

となる．

Uniti%一種の室氣乾燥溌涯して乾燥割Silicagel@

を内職するCylinder@,外氣を吸入しDryAirと
しAfterCooIer③を通してHoldに邊るAdsor-

ptionFanQ外氣を吸入しHeater⑤を通し熱風と

なしSilicagel①を暁着再生せしむるReactivation

FanC,および一つのUnit丙で吸着脱着再生を電氣
的に自動切換を行いDryAirをDryAirDuct⑦を
通してHoldに遜鎮して邊らしめるFourWayDam-
per③より成る．な鐙脱着再生を経ったWetAir"
DischargeDuct⑨を通じて外氣に放出される．
HoldAirCirculationSystem(grHoldAir⑩を

SupplyFan⑪蕊よびExhaustFan⑫それに直結

きれたSupplyDuct⑬およびExhaustDuct⑭に

よりCirculationせしめ，必要に應じてDamper⑮の

操作によりDryAirを混合しそのDewPointを低下
せ･しむるもので，外氣の状態に雁じてDamper⑯をも

排塗操作して，

[a)RecirculationwithDry.Air.

[b)VentilationwithDryAir

!c]Ventilation

二一一」

オ

VE〃プソム々 カク坪隼

■

一
一

１
１

隼2個

の三通りの運鱒を行うことが出来る．

Recorderは外氣,HoldCirculationAir,DryAir

の温度および潔度を自動杓に記録する一週間捲温潔度計

⑫⑱⑲および携帯温漂麗計を装備している．こｵ“の記
録を注意し，適切な綜合判断を下し,Cargocaire装置
を存効に蓮鱒する。

(BjUnit(S-200-dl0OTYPE)

本船にはUnit2蕊が装備されており，その要目下記

の妬し・

I
’
四
■
。

－1178

’

一●ー一一－



●

｜圖噌|術･‘‘|瀞lITEM｣No. ¥鴬i妾畠sl
Equip'麗曾o1

Rating Design
R色m"T･irg

ｎ猫孤ｊ釜
一
画
ｃ
ｌ

Ｓ
Ｈ

脚
ｐ

－
ｓ
Ｈ/Min

|‘’
I

針"‘|'抑‘“‘･"’’
12bladepropellertwo
stageaxialiIowfan"
casing1.D.15%"
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’

1,2”
’

5．51
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←12bladepropellerone
StageaxiaIHoWfan
casing1.D｡15%'′|' １

１

Reactiva-

tion

Fan

1.5 2．1

外形寸法：約2.850M×2.500M2.000M(高さ）

重量；約7161bs.

SilicagelBed;内径約13弾"，外径約24％''，高さ

約58'の筒の内外面瞳煙約1.0MMの雅〃目の鯉目金網

を設け,Silicagel約023Msを保有す．吸着能力は

DewPoint77oFの吸入塗氣より約551bs/Hrの水分

を除くことができる。

AdsOrptiOnFanおよびReactivationFan;要目

上表の通り‘（第3圖)，

Heater;外窪寸法29%"×24"×15〃（厚さ）

内部は一列に長さ約20/，径％瑚管14本のもの三列

:を有し約渚"間隔にHeaterFinを有する迩氣抵抗の

少いHeaterである．

AfterCcoler;DryAirの温度をmax.150｡F以

下にする能力を有す．

,"""77CV~V戸浄?房沙だ〃熱vと蚕c〃?』姿
,心 4

FourWayDaJnP_r託よび切換望謎;4本のSilic-

zgeIBEdを2本宛吸着ｵざよび脱着用に切換使用す-る爲

のもので,切換装置ばElactricTinzerによりSoleaoid

VaIveを作動せしめ，切換用Pistonの瞳搾室氣溌自
仏

動物にControlする，

(c)HoldFan(第4圏）

HoldFan億要目表（亥頁の表）に示すように12童

がすべて同-RatingのFanを用いている故風量加減
はDuctのResistaneHeadによることとなる．

各HoldのFanの風量決定はDryAir風量の決

定と共渥,HoldCapacity,Cargoの種類,Deckおよ

Z)gShellplateのArea》水面下ShellD1ate:Area,

その他，そのHoldに温農鍵化を與えるArea,即ち

EngineRocmBIID,RefrigeratedChambex･Wall,

ShaftTunnel等を考慮に入れて決定さるべきである．

[D)AirDuc上s

(DryAirDuct.]UnitRoomより船首船尾へ各

W.'rBIIDをValve無しで貫通している故翼邇邦か
のBI[1)相當の湿度を有する6M｡M.厚のW,T.Duct

とし，形状ほHoldSpaceの關係から偏平角型とす．

DryAirの各Hcldへの分配量の決定條件は前痕に

て述べたが，更に特定のHoldに集中放出する必要が
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量の決定は,Ho1dFan風量決定條件と同一のことが

考えられる他に,Hold全禮のAirCirCuiatiOnの埼

一ということに留意すべきであると思う．、

な鱈DuctはすべてそのSpaceの天井を導き開口

に水平方向とす．

[ActivationFanIntakeDucts)UnitのActiva-

tionFanへの外氣吸入は，出来る限り乾燥したAirを

吸入せしめ為ことを考え,EngineRoom内上部のAir
をUnitRoom内＃こ導きRoom内の室氣をFil:erを

通してUnitに吸入する．

[WetAirDschargeDuct):このDuctは相當な

温度および漂度のAirが通る故防熱工事を施工し，外
氣への放出ほその場所を良く猿討すべきである.

(E)Piping(第5圖）

Piping"Unit用のHeaterSteamPipe(10".S.
-1.,"51bs/Hr),CoolingSaltWaterPipe(32G.P｡
M｡）溌よびFourWayDampe博切換Piston用の
CompressedAirPipe(30P.S.I)とDamperMOtor
用のCompressedAirPipe(15P.SI.).の四つの系
統に厘分出来る、

[F)ElectricControl

Unitの5HPおよび1.5HPMotorsは同時發停の
DupleXContrOllerとなりOneStepAuto.StarteZ

生じた場合を考慮して,MainDuctl*4000f/Min,各
BranchDuct"2,000>/Min邊風可能な設計を行っ

た，

[HoIdAirCirculationDucts);Ductの配置は

No.1,No.3,No.4,Xo.6の各HoldのようにFanRoom

丙にRecirculationDuctを設計する方法と,No.2"

No.5,HoldのようにUpper征､weenDeckSpaceを

RecirculafonDuctの一部として利用する方法とあ

る．

これ等爾者の間には,FanRoom溌よびFanの配

置の必要上から決定されるものであるが，それぞれ利害

得失がある.即ち前者はDuct工事が撰者の場合に比

し多くなり，從ってHoIdCapacityIこ相當の影響を

與えるがjc{Recirculation''の場合にも<:Ventilation''

と同様Airの流れは均一なものとなる‘後者ほUpper

TweenDeckSpaceの-Airの端,1,がfCRecircula-

tion"の場合J"特に,Holdが長l'､場合にはShort

Circuitを起し，中央部にAirの流れの不均一な部分
が生ずることが考えられる．

<$Ventilation''の場合のﾀ騎連絡口催風量が大きい

爲，相當大きな開口とな･ろ故荒天の際の海水浸入に對す

る庭置をなし置くべきである

DuctのAirlnletおよびOut-Ietの配置おょひり風

｜
’
１
１
Ｍ
Ⅲ
‐
１
１
１
川
旧
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｂ
■
■
ｑ
ｌ
ｌ
■
８
口
１
１
１
１
■

1
■ﾛ■■

Ⅱ

PIPINGDIAGRAIvI

R

６
９
１
１
１
１
１

、

’

’
I 宮村G1NE輿CCM

第5園

1183

一』



叫
Ｉ
Ⅱ
町
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
川
Ⅱ
釦
Ⅱ
咽
１
１
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
！
■
Ⅱ
Ⅱ
■
Ｉ

である.ControlSwitCh"UnitRoomに1ケ所設

ける｡

UnitのFourWayDamper切換PistonControl

用のTimer詫よびSolenoidValveiSg[nitのFan
MotorのnmainSwitchを入れることにより電源が入

り,FanMotorが始動して始めて作動する．

2臺のUnitのSolenoidValvelX1箇の小型Motor

の駆動するCzmTによりValveContactを作動巷し

ある．

2臺のUnit並列謹噂の場合の江､ixnerのDiagraxn

ほ次の如し．

が低い場合陰豊慧蚤を44VentilatiOn''とする．

2〕･外氣のDewPointがHoldAirのそれより高い

場合にほ@<RecirculationwithDryAir''とする．

3〕夕儀のDewPointがHoldAirのそれに同じ

か低lJ､場合で，外氣温度が急激に降下しつつある場合は

(@VentilationwithdryAir''とする．

その他次のような場合はそれぞれ適應1_た運i噂操作を
行わねばならない．

4]Sweatingを防ぐ、には,CargoおよびShip-con-

Struction等Ho1d内の直接Airに賜れているあらゆ

る部分､の内の一ケ所でも温度が低下している場合は，そ

れに蕊罐したDewPointにせねばならぬ．

5〕寒冷地にて荷役を行い，温暖な地方を航海する場

合ほ:6RecirculationwithDryAir''とする．

6〕温暖な地で荷役を行い，寒冷な地方を航海する場
合ば･fVentilation''と寺る．

但し外氣温が急激に降下する場合は(rVentilation
withDryAir''とする．

銭置はBridgeJ<I)PneumaticControIIe雪により
DamperMotorをCOntrolするRemotsControlと，
それぞれの場所における手動切換装置により，各HoId
毎に切換操作が出来る．
なおHoIdのSupplyFanおよびExhaustFan

の發停もUnitRooInよりのRemoteContr･olとそ
れぞれの場所との二ヶ所でControl.出来る．

最近各HoldのPythergraphの瞼覗に便なるよう
に,Americaでば電氣式遼隔温潔度計が採用されてい
る．これがPnemmaticControlBoxと共にBridge
に装備されれば，その取扱操作ほ一段と便なりと思う．

VIはわい丸CargOcaire装置のTest

Recordsおよび航海記銭の一部

(A]TestRecords.

No.6Holdを室鮠の状態にて,SteelHatchCover

鮨よびCowlheadVentilatorを氣密に閉鎖し,Tng
BoatよりSteamをHoId内に放出し,Hold内潔腫
を過飽和せしめ，船職惹造物全面にSweatを發生せし
めて,Unitを2蔓並列運鱒し,DryAirをNo.6Hold

のみに集中して,(iRecirculatiolYwithDx･yAir''の

状態にて，急速壁峰下試験を行った成績次表の通り．

なお爺面に鍵陰しありしSweatは上部より順次消え

本試験維了時には,DoubleBottom上の極く一部分を

除いて完全に除去された．

(B]航海記録

はわい丸がパナマ運河通過の際の航海時の記録を本船

ノ 2ツgf

舞謬「
jｸﾞﾛﾛﾛｸ

1ヶ〆

j 膠毒笏r：
笠2迄

rimerOidyram

T,=Tixnercontrolledlimitswitchcontact

UnitAsoIenoidValve

TQ=TimercontrolledliTTTitswitchcontaCt

UnitBsolenoidValve.

TimerContactのOpen,closeの間隔ほMaX｡

OneHourまで自由にResisterにより調整出來る．

[G)ReCorders.

Multi-recorder僧ﾛち温度および潔腱を同時に記録す

る1週間捲き自記温潔度計(Pythergraph)を8壷有

し，それぞれAirTightのCabinet内に納められて

いる．温睦計はプルドン管，潔度計ほ毛髪を用いたもの

である．

Hold(6箇）用およびDryAir(1箇)用はExhaust

FanおよびAdsorptionFanのHeadにより，また

外氣用はCabinet内に4型SirrocoFan(1/70HP｡

1,725R.P.M｡Motor付き）詮有し，それぞれSumple

AirをCabinet丙に導く。

‘記録用紙はHoldおよび夕礒用は温度25oF～120oF

DryAir用は45｡F～140oFにして，潔匿はいずれも

0％～100％のRange詮有するものを用いている．

以上の他にPythergraphの修正用としてHand

Aspix･atedPsychrometer(1")を有す．

VCargocai]re装置の浬鱒操作要領

Caz'gocaire装置の趣噂巣作はHoldAirのDew

PointをSweatingに對して充分低く保つように常に

留意して行われるべきである．

1〕外氣のDewPointがHoldAirのそれに同じ

I
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’CARGOCAIRE装置効力試陰成綴表 27-4-27

や”
HOLDAIR

OUTSIDE
AIR

’

ON

UPPER

TWEEN
DECK

TE-.HUM-

鷲|甥

IN

DECK

HOUSE

CABINET，

TE-HUM.

DRYAIR

REMARKS、

｜
－

dilwPI｡シ･垂I皿 |w',嵐w｡|¥:|1I);
’ 82.0謡邸溌日

STEAM

97'0I認容
:START

94.0

90.0

89.0

88,0

87.0UNIT.STOP

55.013－55 62.5 54.0 57.0 71.0 65.5 62.0 59.0 70.0ー

57,063.0 58.0 100.0 74.0 94α0 66.5 99.564.0 ea514-05 58.0

５
０
０
０
０

●
■
●
●
今

６
６
６
６
６

５
５
５
５
５

０
０
０
５
０

ｔ
■
■
●
企

８
８
８
７
７

６
６
６
６
６

０
０
０
０
０

６
。
●
申
■

蛇
諏
釦
沼
沌

５
０
０
０
０

，
巳
◆
●
●

７
７
８
８
８

７
７
７
７
７

64.0

63.う

63.0

62．5

63，0

０
０
０
０
０

０
口
凸
の
。

”
蝿
蛇
濟
乃

０
０
０
Ｏ
５

ａ
２
ｆ
風
Ｑ

６
７
７
７
７

38.0

32.0

24.0

22.0

19.0

76.0

72.0

62.0

61.5

58.0

お
お
鯵
牢
握

手
条
呈
昆
呈

１
１
１
１
１

０
５
０
０
ラ

●
■
ａ
Ｇ
ｐ

釘
の
命
露
の

54．0

55．0

55.0

55.0

540 ’’’
■
Ｄ
Ｉ
■
日
日
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｉ
■
■

１
１
１’

CARGOCAIREuNIT蓮韓試験成斌表 27-4-27

－ －

|驚
’I T E MTEMPERAT U R E F o

STEAM

PRESSURE

lbs/□〃

COOLING
WATERADSORPTION

AIR

DISCHARGE
WETAIR REMARKS

’
一

TE-
PRESS,

MP|
lbs/□〃 Fo

l l

FOREIAFT'FOREIAFTIAFTi
l

l

｜峨僻TIM
IEgEgi､4"|
IUNITIUN'T|

AFT
UNIT

FORE

UNIT

AFT

UNIT |UNIT,UNIT,UNITIUNIT’

’

！’
｜"‘

261，帯_,ぅ

241"-"

1星1菫：
27

30

27

１
１
■
■
’
０
０
０
１
０
，
０
０
０
〃
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
■
，
‐
’
０
０
１
１
１
０

ｒ
画

ｍ
ｍ

Ｕ
Ｓ０

７
６
２
６

Ｐ
６
８
８
７

２
２
２
２
２

90

92

100

g3

100

290

292

290

288

280

５
５
５
う
５
３

０
ワ
ー
４
０
２
４

－
一
一
一
一
－

４
４
４
５
５
５

１
１
１
１
１
１

う
１
８
０
６

７
７
０
２
０

１
１
１

顕
花
ね
印
”

20

20

8.5戸-′10

8.5～10

10

釘
舜
元
元
元

27７
５
１
５
６

８
７
７
６
５’

５
０
１
８

２
３
３
２’

’
UNIT

STOP’
一一画一二一

の御好意により借用富圖せしものなり.Recorda

OutsideAir,DryAir諸よびNo,4HoldAirのも

のにして,No,4Hold"UpperTween齢よびLower

qrweenDeckSpaceにほ，箱詰雑荷滿載,Hold"

SteelPipeを浦戦していたものである.(折込第6～8岡）

V11結語

以上CargoCair装置に關するdataを主として述べ

て見たが，設計諸氏の何らかの参考ともなれば幸甚であ
る．

本装置ば米国にてユ937年以来〃l究され，今日でば定

期船の多くが装備し良好なる成漬をおさめていると聞い
ているが，我が函に秦いても’日も早く，更に高性能に

して經濟的な船鮠調潔装置が完成されんことを斬る°

Reference

O.D,ColvinandW.Habne

d<CareofCargoatSea''Part11.

SOC.N､A.M､E.1941.Vo1.49,

OoDColvin

OehumidifiedVentilationneedeafor

G@SafeCarrageofGoodsbySEa''

ResearchPartoftheAmericaMerchantMa｡

rineConferenceOctober1946.

三好氏および古山氏

脱潔装置用Silicagelの愛鹸

新三菱制1戸造船所研究報告QGB第212號
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石川島設計の14,000HPター
ビン(こついて

井上宗一
石川島重工業株式含証

造醗譲計部挫關設計課長－■~~ー

現在石川島重工業に鐙いて14,000HP「ターごン』を

製作中であるが，これ陣播磨造船所にて毒豊中の飯野海

・蓮28:000rrスーパータンカー」用のものでこの『タ再
蓮ン』ほ第1表要目に示すように馬力，蒸素献態共に霊

期的なものであるから計霊に際し安全かつ高能率を發揮
するため材・料および構浩上次の諸鮎に特に考慮をはらっ

た，

材料については高温部分にほ「ク画一ムモリプデン」

礒認「ニッケルクロームモリブデン」銅等高温における

rクリープ･」に對し安全なる材料を使用している．

高温高墜弁は小口弁径の「ドレン」弁に到るまで弁座

に･rステライト』盛りを施行し磨耗焼付を防止してい

る．

、前，後進蒸氣室等高温の熱膨脹の大きい部分ほ特に自

由に膨脹を許すような構遥としている．効率については
「タービン」段落を前進高嘩十段低唾八段としrパーソ

ンス」係敷を2,000以上にとり，その他細部に亙って効

率の上昇損失の低下に努めている.

減速装置についてほ歯切後「シェービング』加工を施

し歯車の瀦度を上げ車室ほ銅板熔接製で親歯車rセンタ

ー」は鋳鋼製である．

これにより減速装置(ま重量に準いて從來のものに比し

70％となっている．

以上の認識の考慮により重量輕く安全性，効率の高い

rタービン」を資現､することが出來た．

各馬力における蒸氣消費量を第1圖に，各部重量を第

隼1表計遥要目

》

6

甥鰺ｧ島"2房〃織塑’"腰.l""
’

第1岡

第2表

~ ~ 一 一

趣｜童
－

高腰ターごン

低腰タービン

減蓮装置

附蓋品その他

合計

12.000

28.000

110.000

13.000

163.000

寵
Ｔ
Ｔ
Ｔ
寵

鏡妖態40kg/cmgg440･C(高唾蒸氣室にて）

空.1724m/m(復氷器上部にて）

蒸
眞

“
■
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回
９
１
■
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
Ⅱ
８
■
Ｉ
ｉ
Ⅱ
０
■
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１
１
１
１
１

－

Astern

6000

82

nOrnT21

l2500

106

h12文．cOnti

l4000

110

2表に示す．外形を第2圖，高睡断面を第3岡，低睡勤
面を第4圖に示す．復水器健播磨造船所にて製作する．

蒸氣室，車室

前進蒸氣室は車室と別磯に「クロームモリブデン」鋳

鋼製入れ子とし3つの蒸氣入口を持ち各「ノズル」弁と

蒸氣管庭より連綿されている．

車室と蒸氣入口部の氣密は「リング」により保たれ,こ

者共自由に膨脹出來熱應力の橇遥により雨を受けること
が少い，

１
１

軸馬力

推進器回軸塑

蒸氣消・裂鍾

軸効率

2.82kg/HPhr

77．7％

2060kg/hr

1460"

鑛一段抽鎮撞

第二段抽無量

高 腰 六 段

高睡排氣室
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第 4 岡

|’
後進蒸氣室も蒸氣入口が1個である他同様な構造を持

つ。なお織堕蒸氣室は低鯉誹氣室と蒸氣室と温度差が大

きいため30kg/cm2400･Cの大型「タービン」において

もこの構造を採用しているが，前進蒸氣室を入れ子とし

たのほ450oCから採用した，

高遮車室は「モリブデン」爆認製にて高温部のIw首側
は猫足にて刺I承蕊上に支持され，船尾側は軸孔と『フラ

ンヂ」により結合されている．

を持ち第5岡に示す如く6500’9500,12500,15000馬力
をrフルプレッシャ』にて鍵生し得る．

この「ノズル」弁を別禮にしだことにより車室の構造
を簡単にし草建の安全性を増加し得るものである．
弁座侭「ステライト」盛を施し弁本禮に「シールウエ

ルド」し素溌を完全iご保つようにしている。

１
１
１
１
１
１
１
日

’

「ノズル」

高座第一段「ノズル」ほ13「クロー皇､モリブデン」不
鏡鋼製の組立ノズルである．

組立rノズル」は第6団の如く総仕上を施した「ノズ

’

「ノズル』弁

『ノズル弁」ほ蒸氣と別磯にして3個の｢ノズル」弁’

I｡
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第7岡

熔接「ノズル」は流艘力學的に最良な働面を持つ『プ

ロフイルパアー」を切断した「ノズル』片を内外枠には

塗込み熔接固定せしめたもので，第7圖に示す如きもの

で，「プロフィル」の形状および精度の良好であることに

より鐸込「ノズル」より相當程庭効率を向上し得る、こ

の熔接「ノズル」は石川島濁特のものである．

なお蒸氣速度が香速以下の場合はrネガチプノズル』

を使用している．『ネカチプノズル」とは露8圖の如く

『ス画一卜」を持たない「ノズル」で圖面「ノズル｣係数

の比較により明らかなように蒸氣速慶が香速以下の場合

は從來の「ノズル』に比し効率が|句上Fす‐る。

翼

rカー､チス』段は13Fクロム』『モリブデン』不鋳鋼製

｜

｜’

1
1

第 6岡

ル片」を丙外輪に嵌込み墜力差による澆みと蒸氣の漏洩

を完全に防止す：るため嵌込部を熔接してある。

他乃高延rターピンノズル」と低墜第一段『ノズル』

瞳熔接『ゾズル」詮使用している．

｜
’
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をさけ流鵠力學的に理想的な形状に近からしめ蕊面にお

ける睡力の鋤bを「スムーズ」にしてﾙ､る．なお翼型に
ついては石川島研究所の風洞によって絶えず研究を行い
効率の向上に努めている．

遜年rタービン｣効率の向上のため『ノズル｣および翼丙
の流れについて三次元的考慮が排つれるようになった．
從來計算ほ節丙座についてのみなされ，この場合節内

座に對し翼高さの割合の大なる段落においてば翼先端お
よび翼提元の流れ障節内座の貯厨しと相當相違しているの
であるが’三次元的考慮を挑つた場合は翼長に渡って回
韓による遠心力と静座の平面條件を求め，かつ軸流速度
を一定になるように設計する．

本『タービン」に諸い趣ほ翼,rノズル｣壷以上の考慮
を以て謡需fし効率を向上せしめている，

r口一夕一J

廣遮rローター」ほ『ニッケルクロームモ，プデン｣鋼
製の一罷理で’低延「ローター」は「ニッケルクローム
モリブデン」鋼製の蕊嘩を鍜鋼製心棒に嵌込んだ鱈豊で
ある．

後進第一段は急速な後進の起動に際し，蕊車の急速加
熱により心棒と翼車の嵌合がゆるみ，中心の狂いが生じ
ることにより振動を起すことのないよう考慮をほらって
いる．

『I巽ntropicVelocity“ftﾉs理.’
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低厭案内板

低墜排氣室には最維段翼出口より復氷器入口面までの
墜力損失を最小とするように’第10圖の三次元的に麹
曲した案内板を持つ．

案内板の枚数’形状については模型により風洞試駿を
行い最適なるものを選定している．

第10圖右の16枚のものほ左の11枚のものに比し高速において若干損失が少い、

な奉11枚の案内板を装術した場合復ｽk器入口面にお
ける速産分布を第11圖に示す．これにより充分､効果のあることが判明する．

勺

、

＝

後進r夕一ピン」

鍵進『タービン』は低墜『タービン｣に装入されたrカ
ーチス」および『シングル』各一段よりなり，前進連銀
最大における蒸氣量の90%にて6000HPを鍵但し得
る。

6000HPは§雌連綾最大馬力の43%に相當し,從來の
60％に比しはるかに小さいのであるが,米國船における
前進回鱒数の50％において前進｢1､ルク』の80%とい

策9岡

で震幅30m/mを持ち安全性と効率を増し，他の高睡前

進翼は13「クロム」不銃鋼製で20m/m霊幅である．低

唾rタービン」臆各段適営なる反應腱を持ち第八段翼は
高さ270m/垂最大幅45m/mである．

形状ほ第9卿に示す如く翼勤面形Mfは出来るだけ直線
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う要求をやや上まわっている．

この場合從來に比し高嘩前進側より後進側への漏洩蒸

氣が無くなり後謹恩車損失も減じ前進「タービン』の効

率を1％程度向上せしめることが出来る・・

な語この後罐馬力で充分であることは米國における

28,030T「タンカー」に定格12,5COHPの「ダーピン」

に50％回錘散にて80%rl､ルク」を發生せしめる後進

｢タービン」を装備した場合の賛諮について後進試溌を

行い，その結果が第'2圖の如く謹葵されている．それ

によると發令後6>000ftにて船が停止している．このダ

ーピン』は前後進を別冬な操縦弁にて操作する以外に特

一言な軸 ＝■■
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別な装置は無く，この後進操縦弁を前進操縦弁を閉鎖す

湯以前輝開け始め，また開け方も極めて急速であること

を特徴とする．、

号一なわち船禮停止までの距離は後進馬力の大さのみで

なく，その後進蒸氣の入れ方に大いに關係するもので，

そのためにほ後進「タービン』蒸氣室詮低墜『タービン」

丙に自由渥支持し,膨脹を許;-構造とした本『タービン」

陰，米諾に塞げるrぶ・－ピン」と同様後進の急速起動を

可能ならしめる．

減速装置

車室嘩鐘鋼製紬承部分を鋼板熔接庭て結合した構造

で,従来の鐵鐵製に比し重量輕くより以上の剛性を持つ．

歯車rセンター」は鏡鋼製とし歯輪を僥嵌めたる構造

としている。

歯車ほ歯切鍔恩て「シービング」加工を施してある。

この『､シーピング」加工はrマーク」歯車研磨磯により’

正確涯噛磨された「シービングカッター山と歯車とを噛

合せながら，鐵面を「シエープ』することにより歯面を

平滑にし，「ピッチ」誌豐を1/1000m/m車位まで小さ

くすることが可能で，歯車の騒言を減少せしめ，ピッチ

ングの發生を防止することが出來る．

第131罰侭rシーピング』加工をしている瀕兄を示す．

危急装 置

危急装置ほ潤滑油の油墜低下による場合

産，回縛數が上昇しすぎた場合M乙危念弁を

れ，同時に作

動するように

な､っている．

油睡低下の

場合ほ，案内

弁に装置せる

『ﾉ§イロヅ【､」

弁が油塵と

rバネ」との

平衡が破れて

移動し，油の

導入口を閉じ

rオイノレピス

トン』下部の

油屋溌零とな

り，案内弁の

I

り，案内弁の第13間

蒸氣を導入する弁を閉じ，外部に逃げる弁を開き，危急
弁の「ど天トン」下の墜力を零とし危急弁が閉じること
となる．

本装置は高座の蒸氣を用いて危急弁を開く時の打蕊を
緩和するように，危急弁のrビスI､ン」の上部に「ダン

パー」となる部分を設ける等細部に渡って設計し，鰯見
遥脂所窪造の七次船協擾丸に装置し，完全なる試鐡を行
い良好なることを確認した、

ダービｼ危急遮断賎置|削蔚、
I

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
■
ｌ
、
ｒ
Ｉ
Ｉ
ｑ
ｌ

ｲ灘癒混§
閉鎖し「タービン」を停止せしめるのであ
る．

從來危急弁が操縦弁の罐側に装備されて
いたため油墜低下により危急弁が閉鎖した

時，前後進共蒸氣が遮断され，船が傭性に
より進行中はrタービン」を停止せしめる
手段がなく，軸承を焼損せしめる恐れがあ
ったが，本「タービン」においてば危急弁

を操縦弁前進側出口に装置することにより

危急弁が作動した場合，前進側の蒸氣のみ

閉鎖し，後進側庭蒸氣を導入することが出
來，『タービンJを船の進行中においても

停止せしめることが可能となる・本装置の

略圖を第14岡に示す．まず危急弁を開け

るには,案内弁の元に装備した元弁を開き，

高睡蒸氣を案内弁を經て危急弁の下部の

『ビスI､ン』下に入れる．この際案内弁は

油墜が働いて危急弁に蒸氣を導入する弁は

開き，危急弁より外部に逃げる弁は閉じて

いる．この二つの弁は1本の軸に結合さ
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－好評發壹中一

工學博士山縣昌夫箸

(船型學） 椎進WB5380頁柵，届

工學博士山縣昌夫著

抵抗篇B5130頁Ⅷo(船型學）

（圖版別冊）

船舶局資材課監修

船舶の資材B5400g¥650
本書は船舶を建進するに當り，使用せられる主漣賓材の製法，用途，需給實續，原単位等を述べ，併せ
てこれら資材の製造所の紹介を行い，職く船舶に關係ある方盈の参考に資せんとするものである。
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アメリカ造船造機學会編米原令敏鐸

(第一分冊） 舶用機関工學B5270頁
推進用機關，馬力と回韓，一般計謹の手順，ボイラ，往復勤蒸氣機調，蒸氣タービン

事650

舶用機関工學B5220頁(第二分珊）
ディーゼル機關、減速歯車、推進器毛よび軸系、材料と冶金工學

￥520

B5jgl,上鵜各冊豫債,¥650

’ 3月刊第三分冊熱工學と熱力學，振動，
熱交換器約290頁

6月刊第四分冊ポンプ・送風機・瞳縮
機およびエゼクター,蒸

溜装置,冷凍機。換氣。

通風造よび暖房,配管約320頁

9月刊第五分冊甲板機械,電氣推進,電
氣原動所,潤滑試運j湾約300貞

28.

28

28
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Ｉ|I 1凱5⑪0噸型汽船練習船北斗丸に

ついて

運輸省･航海訓練所

1

(A)まえがぎ

1．練習船1こついて

練習譜について簡軍に読明をしたいと思う－．もと高等

商船學校および中等商船學校の練習勝として大成丸，進

穗丸，日本丸，海王丸の4隻の:ﾘ船があって，毎年，ハ

ワイ，北米，南洋，穰洲方面の遠洋航海に出て『帆粥資

習を行っていたが，戦M顎乙なってからほこれの各帆船は

肌を下し航海淡關雨科の學生生徒を乗せ，汽磯走により

日本近海輝とじこめられて賞習訓練を行っていた．その

間，船腹補充のため政E型戦標船を加え，また大成丸

は鯛雷沈没罐徳丸は戦災を受けたのを戦後復蕾した.現

在に詣いてば進徳丸，日本丸，海王丸および欧E型船
4鯵と癒っていたが’この中低性能鵬である政E型船
を高陸の賓習施設を備えた船と話きかえるため，まずそ

の2隻分の代船として震習生80名の收容能力をもつ北
斗丸を建法することになったものである‘

本譜瞳本年末には竣工す石ことになっているものでさ

きに帆装を復蕾した日本丸と棺並んで航海瀧睡ぴに機關

科資習生のための最も良き教育訓練施設となることが期
待されるわけである．

2．建造所決定までの經逼

25年度より本船の基本設計挺着手し，運輸技術研究

所および石川島重工業味式會肚の協力を得て維本設計を

練り仕様書案を作製し，26年5月この仕様書による各遥

船所の見積をとったところいずれも6億圓内外というこ

とであった．そ後中日本重工業様式會赴の協力も得て，

27年1月最維の仕穰書を決定し，競雫入札に附したが落
札に至らず，値嵩さの践装品を削除するなどあらゆる苦

悩の末，ようやく藤永田造船所に受負わせることになっ
たものである。

3・石川島，中重および藤永田の各基本計蚕

各造船所の計豊時の主要寸法，復原性能等鱈次表の通

りであ湯．

本船膳多數の資習生を收容し，かつ萱習施設を必要と

するためその船型瞳客§理となるが，内海の小型客船と

ほ異り遠航における十分な堪統性を保持せねばならない

ので，復原性については關係各方面の權威者の助言を得

て検討を重ねた．

藤永田の基本設計の結果ほ中重案より輕く癖せた謄型

となり，また復原陸の上から固定パラスI､麩搭載するこ

とになった．

本硲ほ2月18日に起工式を琴行し7月26日進水した

主要寸法

’
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Ｉ
Ｊ
Ｉ清水鰭約136K.T,

貨 物 鶴 （ ベ ー ル ) " 1 6 0 M s

載 貨 重 量 〃 5 6 0 K . J r .

主磯械石川島製二段減速装置付蒸氣
タービン1基

定格1,400SHP168R.P.M

常用エ』200SHP160R.P.M

主 汽 罐 三 胴 水 管 式 重 油 焚 2 基

試運鱒速力（計謹）定格にて’4.0節

航海速力（〃）常朗にて12.5節

燃料消費量（〃）1日に付13.5K,T.

航綴距離（〃）約4,750浬

2．一般配置

一般配置ぱ圖示-のとうり吃水ほ漢く風塵面漬比が大

きく重心位置が高くなる傾向がある．そのかわり譲嚇浮
力ほ相當に大きく，燃料諸よび水が滿載してあれば復原＆
性は問題はないが，消費状態で風浪中の復原性が問題と
なる。即ち消費状態で眞穫から風を受けると動潅角度が
大きくなる．しかるに小型客船の復原性に關する東大の
加藤教擾の判走法ほ主として内海の21型客船に對するも
のであって,風速毎秒25米を標準として判定するように

なっているので，これを風速35米董で振認長して蔵透海
秒35米までは安全性を確保するよう固定パラヱトを搭
載することとした由である．また上甲板を乾舷甲板と
し，6枚の水密職遥を匠蕊壁規程D1唾謹瀦として條件を
減泥するように配置されて､､る・

二重底および深水鮠は2週間航海輝必要な清切kおよび

紬を搭載できるように配置されている，

本船の主溌ほ上述の通り蒸氣タービンであるが，近い

膨張にほ資船質験のためのガスターピンを取付けること
Iこなっている．

3．船麗構造

本船畷間船構造規程に準擁して建造された.重心位置
を考慮して二重底附近までは鋲穰造とし，それより上部
はできるかぎり溶接構造となっている。進水後の重心試

験の結果から考えると,船底部の外板等の板厚左増して
底部をもう少し重くしておいた方が得策であったようで
ある.船侭構造として溶接率は約65％である．とくに鍵
つた溌置は用いていない。

4．蟻裳

居住唾は機關室の前部に士官および馬員を，後部に蜜

耆生を配置してある．（一般配置圏参照）

愛習生の居室は8入室とし教室兼食堂，讃謹室，配膳

室，手荷物庫，浴室，便所等を術えている．

航海科の鍾習のために操舵室および海岡室を旗くと

が船殻重心試験の結果，重心位置は計臺通りであった

が．重量が計霊より輕<，固定パラスI､を80噸に増加

しなければならなくなり，結局石川島案に近いものとな

った．

(B)北斗丸の一殿計霊

北斗丸は先に述べたとうり7月26日進水し，目下儀

装中で，27年12月完工の豫定である．

本職は商船大學商船高等學校の學生生徒を收容して

船舶職員として必要な船舶蜜習を行い，兼ねて船舶運航

技術についての研究をするのが目的であることはいうま

でもない．從って賞習生の愛習訓練施設を整備するのは

勿論諸室は衛生快適なものとなし，震習生の集合，禮操

および作業に必要な庚潤な暴露甲板を有し充分な堪航性

と安全性を保持し，また國家の代表的船舶として堅牢品

位あるものとしなければならないのである．

收容員数侭資習生を含いて合計143名であり，前記と

併せ考えると船型ほ當然客船に近いものになるが，航行

唾域を遠洋とするため内海の小型客硲とほその趣を異に

し，特に復原性についての考慮を沸弓要がある．これら

の鮎を考慮して本船の船型は全鋤勝溌船とし中央に撰關

室を配証した軍螺旋汽船とし1厘霞硲ということになっ

た．

主要寸法ほ中重案のままとし吃水および方形肥癖係敷

講愛更し更に龍骨に0．8Mの固有傾斜を附し推進器深

疫を確保することになった。

1．主要寸法等

全‘長75.5 0 0 M

長68.500

幅11．000

深7.500
5.400〃

計聟 測 載 吃 水4.000

方形肥婿係数0.595

計豊満載排水量1,840K,T,

綿I噸數1500噸

：純噸數約500噸

航行腫域遠洋

・賛格第一級船

。‘

燃料油艫約216K.'r.
謹罐水脆〃130K.T.
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b》海圖臺を廣くし簑習に必要な計測，器具類をつとめ

て數多くするたあ苦じみ麹いたが，幸いにも谷方面から
それぞれの援助が供與された詰果曲りなりにも一應レー

ダー，ロラーン，方探，ジィ･イローンパス〔アンシュッッ)，

ジャイロパイロシ1､，音響測深儀，電動測深儀等が備え

られることになった、萱た機關科の資習のために機關室

内の機械配置をゆとりあるものとし出来る限り敷多くの

各種計測装置を備え，ほか渥工作室および震鐵室を上甲
板上嬢開室附近に設けてある．

各居住厘燵船内諾員設賄涯開するシャ昨ル條約の線を
できるだけ取入れるよう努めている．

遮浪甲板以下の居住涯に謝してば暖氣通風装置を施

し，夏臆磯城通風を，冬燵暖氣を供給できるようになっ

ている。また遮浪甲板下の便所，浴室，糧食庫，貨物鎗
等挺億磯動目|索ができる．

遮浪甲板以上の居住厘騨自然通風蒸氣暖房とし扇風溌
を各室猩備えている．

採光侭特涯第二甲板の居室渥對してば，船の安全性を
考慮して各室舷窓1個とし採光不足の分舞鐙光鐙wこ”
補うようにしている．賄室鱈總員の食事を賄うに必要涯

臓さまよび設備を有し，充分な天窓を設け通風採光を充
分淫考慮してある．

日用溝，海水タンク稔睡力式として冷凍磯室附近に置
いてある．

糧倉庫ほ約1カ月分の糧食を搭載そき冷凍嬢は4馬力

2臺．

救命設備ほ救命艇4隻(手漕推進器付2隻)傳馬’隻，
モーターポー1､ユ隻童備え搭載員数瞳片舷で總乘組員の

鍔の牧容としている．ダピットは博馬蹄にほラテアル型，

他ほコロンバス型である．その他ぼ1948年の海上人命

安全條約に準擦していあ.また，ボー1､鑿詔期スイギン

ヅプーム1本を備えている．

．消防設備ほ消防兼甲板婚騰管による消防装置の他，貨
物鮠および塗料庫にば蒸氣消火装置，機謂蕊慧泡沫消火
装置を備え,居住唾腫對してば携帯用消火器16箇左適
當に配置し，移動式手抑ポンプ｡2臺麸術えている．

甲板機辨孝汽動湯錨機1蕊，汽動湯貨機1豪，汽動ギ

アフ°スタン2窒，ポートウインチ（電動15馬力)1蕊，
操謙機（電動油塗5馬力）1篁である．

荷役装置萄船瞳容漬が小であるからブーム1本揚貨機
’臺とした.また糧糞礎込用として溌關室前の上甲板上
の雨絃に儲門を設けてぁ為．

無溌通信装置として街500ワツI､中短妓邊信器，50ワ

ツ1､補助遥信器，9球スーパー短波受信器,8球スーパー

全波受信器を装備してあz,、その他必要な船内通信装置
を装備している．（本譜の嬢關部に開する詳細職亥競に
掲載）●

０
り

－－－－－一℃－－~｜天然髄。新刊
工學博士山縣昌夫箸

〔船型學）椎進篇
B5判上製350頁定緩850"<"50圓)I

内容

鏡1章艦職用推進嬢關および馬力，鏡2章各種i
舶用推進器の概況，露3章螺旋推進器の理論，第'‘
4章推進器の模型試識および相似則,篝5章推1
進器の形状その他が性龍に及ぼす影響第6章推｜
進器と船鐙譲よび舵との相互作用，第7章模型船｜
|司航試議，露8章空洞現象，鏡9章推進器の｜
軽度、鋪10章推進器の設計，第11章推進器｜
の脈要馬力の概噂法、第12章特殊螺旋推進器，｜
錐13章挫凌試遁簿およびその成演の解粁

－－=－1
天然誠。新刊

米國逵鮒遥賎學禽編。米凍令敏諜

舶用機關工學

第1分船B51･弓拠290頁走畷650igi(

I

､

暖製290頁走臓650園（蓬50画）；

内容

推進用機關

’鴨力と回轤

一般計霊の手順

ポ イ ラ

往復動蒸氣磯關

蒸氣タービン

ｔ
ウ
■
■
■

章
章
章
章
章
章

１
２
３
４
５
６

第
露
鏡
第
第
第

心

I

（ 船型學）抵抗篇
B5上製岡表別冊走霞700回("59圓）

内容

露1章船型學と試験永幡，第2章抵抗の種類，

第3章冊耀の寸法および形状，第4章抵抗の算

定，第5章波浪が抵抗に及ぼす影響，第6章水
深および水幅が抵抗に及ぼす影奮．

第2分罷B5上製220頁走償520EI("503)|

内容

第7章ディーゼノレ機關

第8章減連装置

第9章推進器および軸系

第10章材･科と冶金工學
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平水航路木造客船めらのこ丸に

ついて

渡邊梅太

森山茂
蓮縁技術研究所
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男
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第1表主要項目緒言

本儲は駿豆鐵這株式會趾の依楓により営所において設

計を行い，本年7月建造腱着手，10月16日進水，試運‘

鱒を好成横に終了して，現在爾根芦の湖上に遊覧船とし
て就航している

箱根帽好適な迩跨血として訪れる遊覧客ほ数多く，船
詮知らない人冬に船を理解していただき葦た船に關係さ
れている方々 にも認識を深めていただくにほ好適である
ので，この機會にわれわれの考えていることを話りこん
でおくと同時漣優れた船を建遥するために建造中におい
てもしばしば現場におもむき指導を行って来た．
この種小型客船に詣いて腱高度の技術が要求されるの

にもかかわらず設計に優秀な技術者がいないためか輕々
しくぁつかわれておる場合が多く，あらゆる面において
研究がなされていない貧情である．イ型船の特劉生とい
うか船型の鮎構造の黙その他に種尭の問題があるが，と
くに安全性能の問題についてば痛切に研究の必要を感ず
る．参考までに本船の概要を紹介する．

計霊の概要

要求事項

1，細噸数約120噸
2安全性能にばとくに重黙を置く
3．乘客約5COfi(上甲板以上に收容出來得る配置

にする）

4．水面より上甲板までの高さ，70～80糎
5．速力10節

6．優美なる外観美

上記の如く本船陰500名の乘客を上甲板上に收容し，
速力10節で航走する小型客船であるから安全性能に催
とくに考慮を桃い，最適なる復原力が得られるように主
要寸法を定めた．このような船で侭安全性能，推進|生能
その他の黙からパラス'､を搭載することの良否億論議の
あるところであるが本船においては別に無理をしなくて
も上記條件}二滿足を與え得ると考えられたので本船はパ
ラス'､を搭載せずに設計を行った.主要項目侭蕊1表，
重量および重心の推定屈.第2表に示す通りである．

船型

復原力を墹大さすためにぱ幅および乾舷を墹加す-れぱ
よいのであるが，推進性能あるいは弧麗の黙その他種灸

｜

I 噸
名
節
米
米
米
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０
０
０

２
２
１
０
８
ヘ
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ー
５
。
。
。

４
‐
ラ
２

ワ
』

總噸數

乘客定員

漣力

長（垂線間）

幅（型）

深（型）

’
’

1

，

満
載
状
態

1．84米

131.4"

0．59

0．67

0．88

平均吃水(暇龍骨下面）

排 水量

方形肥癖係数

桂形肥溶係数

中央溌裁画係數

型 式

定桁馬

定絡回卿

5SD25ディゼル．機撒

210

380

主

力
数’機

1.400*

10.“4

3

マンガン黄銅
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上チツ

直
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翼
村

径
龍
数
質
一

推
進
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ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ

第2表重量，重心推定
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遊歩甲板
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釘，填梁，塗装等
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３
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』１

燃料

乗客及乘員(526名）

雑

-4･6111･54

躯.684．16

2.482.50

1〔8.”2．55

b

334.72

’
－

'3L401'28満載状態

註乗客520名（上甲板260名，遊歩甲板260名）

乘貝6橋，一人樹りの重量は55睡とする。
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な事情により制限を受けるものである．本船、主要寸法

決定腱あたって瞳推進性能，鎭度の黙にあまり無理のな

いように復原力に重黙を置いた．

線圖を塞ぐに臆復原力に影響する浮力中心話よび船鎧

重心の高さあるい(ま水線面積を考慮すると同時涯最良の

推進性能を得るためこれに關係する水線面の形状および

浮力中心の位置これと船魁重心位置との關係またほ推進

器の深度等適等な値を定めた．縦傾斜臆船尾へ約エ米と

なるので0.5米の船底傾斜をつけ，船尾ほ巡洋艦型を採

用した．その線圖および船鎧寸法表瞳第1圖に示す通り
である．

て客室内の設備あるいぼ昇降装置についても考慮してあ

る.甲板は上甲板,遊歩甲板贈僑盤甲板の3暦を有す
る．

上甲板下の船首部より中央部にほ倉庫および貨物鯖を
設け，中央部より船尾部を機關室とした．上甲板上には

船首部より船尾部に達する甲板室を有する‘船首部およ

び船尾部に臆客室を設け，中央部ほ機關室園壁としその

雨側に通路を設けてある．遊歩甲板瞳贈首部より船尾端

に達する甲板を有し，船首部迄は客室を設け，中央部は

機關室園壁とし，船尾部ほ暴露甲板として周園にはベン

チを配置した．船橋鯉甲板侭船首部に設け，操舵室およ

び邊放室とした．船矯換甲板室頂部にほ橋，機開室函壁

頂部に臆煙突，天窓および通風筒を設置した．すべての

客室周園にほ鋼板製角窓を設け，室内には雨舷並びに中
央にソハーを配置した．一般配置ほ第2岡に示す通りで

一般配置

乗客500名議收容するためには慶大な甲板面積が必要

となり’甲板の數も多くなるため重心侭高くなり安全性
能ほ悪くなってくる．本船の配置膨特にその黙に留意し ある． 揮碆ﾉ繩"将L〃ff症菰庵ﾉaハノ
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一

I移動重量は船禮中央部各舷に568斑，移動距離ほ4.88

米，傾斜角度測定用下げ振りの長さ前部ほ1.70米,後部

臆1,52米,極斜角度測定位置侭上甲板上中央部と後部の

2箇所について測定した．當日の天候ほ晴天，湖上の模

様は平穏．成績は第3表に示す通りである.なおその試

験結果から計算した輕荷状態並びに滿載状態についての

諸値も同時に示しておいた．

速力試驍

試験は輕擶伏態について行った．

吃水前部1.03米，後部1.97米，平均1.50米

トリム0,94米，排水量93睡

標柱間距離1,000米

天候晴天，湖上の模様平穏・

成績ほ第4表渥示す通りである．

なおこの時燵進水の翌日であり，主機關が船澄に充分

なじんでいないことも考えられる．その後約250人搭載

時における速力測定は10.54節(毎分400回鱒）の記録

がある．

蕊4表速力試溌成絞、

溝造

本船は木造船構造規程によって建造されている．この

芦の湖は非常に潔氣が多い關係上，材・料ほ上甲板下の構

垂部材瞳すべて羅材，外板億杉材，甲板は檜材とし，上

部簿造臆樺材および檜材･を使悶二．

構造様式は在来船と大禮同様であるが竪梁曲材を塵止

して，それにかわり梁受材･の内側に船の全長に渉る2條

の縦通材な設けた．こｵLは竪梁曲材の受持つ横彊力に對

する鍵形を防ぐ簿役目をはたすと同時に縦迩力の補いに底

っている．

振動篭極力防止すおために機關臺は出来得る限り延長

して，機關毫と船尾縦翼材とに縦通材を設けて蓮締し船

尾部の結合を充分ならしめ，玄た機關塞と内龍骨の間お

よび機關臺の外側から舷側に達する補迩板を肋骨1本置

の位置に設けて構握閏ｵ.，縦狸度材相互の結合を充分に

した．構造および主要材料の寸法は第3園に示す通りで

ある，

試運蕊
j、

試運鱒は10月17日に価斜試験，速力試鹸，旋回力試

験，發停試験等を行ったので参考までに傾斜試験，速力

試験の成讃を記載する．

傾斜試騒

試験ほ輕荷状態について行った．

錐3表傾斜試 験 成 綴
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復 原力

傾斜試験の結果から本船の復原力曲線を震いて見ると

第4岡に示すような曲線となる．

滿載状態に對する風睡，旋回，乘客の移動等による影

響を算定すると，風墜については風速15米/秒の風を眞

縦から受けた場合GZは0.04米，傾斜角度は約5度と

なる．旋回について催定格馬力（速力約10節）で航走

中舵角を30度に取った場合GZ"0.02米，傾斜角露

は約3陸となる，次に乘客の移動であるがこれ崎最も重

要な問題である．乘客の敷および位置については極端な

１
１

’
E-II

註乗客520名（上甲板224.名，遊歩甲板296名）
乗員6名

一人懲りの重量は60職とする。

1207
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場合詮探れば上層の甲板に

收容した場合であるが資際

に臆このような欣態は考え

られない．乘客の移動距離

庭ついてば甲板面積の黙か

ら片舷迄全部が移動するこ

とは考えられず，幅の認に

分布した状態を考え，乗客

瞳上甲板に224名，遊歩甲

板に295名の場合GZ0.15

米，傾斜角度ほ約13度と

なるが，震際就航時の種々

の鮎渥ついて調査してみた

が最大傾斜は降りる時であ

る．乗客約350名の場合降

りる時の最大傾斜角度ほ

6．5度であり，乘客約520

名の場合ほ降りる時でも3

度の傾斜であった．
"
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新 造優秀貨物鵬協

1．船匿蔀

協優丸は第7亥後期暹加新造船計蚕により日本鋼管株
式會杜鶴見造船所において昭和27年2月27日起工し，

7月18日進水，9月25日引渡をうけた優秀貨物賭であ

って，直ちに日本郵船株式會杜のニューヨーク定期航路
に就航する．本締孟既に三井船舶味式會斌の同航路に就
航中の本牡の最優秀貨物船協榮丸と同一船型であって，
脇榮丸が8000BHPディーゼル機關を装備するに對し本艦
"6000SHP高睡高温蒸氣タービンを以てその推進擬關
とする鮎が主要な相違黙である．以下本船の概要を略述
すれば次の通りである．

本船ぼオープンシエルク戸甲板の三層甲郷曽でその貨
物総容韻載貨重量共に本社の新造船中最大のものであ
る．こればダーピン機關の採用に負うところが大きい.
な拓本贈のように載貨容積を大きくとる傾向ほ一般貨物
船の最近の世界的個向であり，後述のタービンと汽權の
配置はまたこれに寄與するところが参､.．本船の船型ほ
既述の通り協榮九ｶﾐ好成績をあげているので同じ船型を
採用してあるので本船の磯關出力6000馬力に對してば
賢澤に過ぎる感があるが，こ別し(菫寧ろ建造工数工費の艤
牲において運航燃料黄の節減を計った結果となる．この
ことは長さ133m附近で6000馬力詮装備した一般の貨
物船と較べるとその差異がよく判る．

本船の船魑構造は協榮丸と同一方針に則り電氣熔接の
利用率も全く同様である．從って最迂の新造勝としては
中庸を行くものであり，從って熔接による載貨重量の増
加の割合も認榮丸と同様である．本船の外板は建造時す
べてショッl､プラスI､（ショッI､プラス1,機については"船
舶"10賎にくわしく記載されている）にかげてミルスケ
ールを除去した上塗装を行ったが更に船内の將來最も腐
蝕を生じ易いビルヂウエー，甲板舷側等もミルスケール
を完全に除去した上塗装をしたので船禮の耐久|生を一段
と向上させることが出來た．

本船の貨物雛確前部3船脆，後部4船砿を有し第2船
鮠第3甲板に腫絹物庫を，第3船総第3甲板にほ冷凍貨
物鯰を，また第4船艫侭それぞれ空所に園まｵ･した4個の
濁立した貨物油槽を，第7船鯰に燵郵使庫と手荷物庫を
配し，各種類の特殊貨物に對する搭載施設を完術してあ
る．なお貨物油槽ほ一般貨物の搭載もまた可能な施設と
なっている．これ等貨物艫に對してば合計19本のデリ
ヲクプー塁を配し，第2船鯰に對してば重量物の搭載も
考慮し35tのブームが備えてある．各貨物艫には火災

二一

－－－－－■一一F一一＝一一三一-一弓一一戸一一一 ‐志し差＝ －-五一一

｜､

｜
優丸日本鋼管鶴見造船所設計部

探知装置とCO2の消火装置を装備し萬一の火災に對しも

ても充分な装置をしてある他．第1雛口のハツチカパー・

にほマック･グレゴー式銅製ハブチカパーを特設し貨物

鯰の水密にも萬全を期してある．冷凍貨物鯰の冷却方式
は協榮丸において好成績を示しているフレオンカス室氣・‐
冷却式を同じく採用したが’この方式を本邦諾に採用し
たのは當斌が最初であり，この種貨物の安全性ﾔこ寄與す・
ろところ多大なものがある、

本船の航海磯器燵最近の新造船の最高水準を行くもの・
であり協榮丸の装備に準ずるが，ジヤイ戸＝ンパユにZ
ユニブI､式を採用したこと，動堅式のログを設備したこ
と，諸よび日聖丸北太平洋航行資數において好成績を畢
げた佐貫式風速計を装備した黙が協榮丸と異る．

2．機閾部

1209

本硲の機關部は種々の特徴をもった鰯新なものであ
る.既述のように主機關はタービンとしたが，その目途
臆建造費の低減にある・その代りこれに高墜高温詮探爵
し，ダーピンは既に賓績のある石川島重工製60COSHP
とし，これに配するに日本鋼管製30kg/cm2400｡Cの，
三胴水管式舶用罐2基を以てした。高墜高温磯關の採
用陰燃料消聲量の節約と溌關容積重量の節減にある．即
ち從來のタービン船に較べ熾料消費量ほ減少し本船の試 ｜‘
趣噂資績によってみても3169r/SHP/Hr(10,000Kcal
の重油渥換算）であるので今後の運航笈漬に大きな期待
がもてる．

從來はタービンほ磯城室に罐は罐室に装備するのが富
り前のことと考えられていたが本船の機關配置ほタービ
ンと朧な機關室1室に装備し而も罐をダーピンの船尾側
軸系上部に配置してある.このために機關室の長さを短
くす-ることが出來，それだけ貨物鮠の容積を婿すことが
出來たし，また機關操縦の位置からタービンと罐を一望
の中に牧めうるので操縦監覗も一層容易となる特徴があ
る・今後ほ必ずやこうした配置が常識約なものとなる時
代が来るものと思われる，こらした新しい配置に應じて
本船では機關室の消火装置としてCO21，－タルフラツ、
ディシグ式を新たに設備した．この採用もまた斬新なも
のである，

タービン船でば渡電機としてはダービ'ン發電機を装備
するのが一般であるが，本船でほ特にディーゼル發電機
としかつ主電源には230Vの交流式を採用した．ディー
ゼル採用の目途は燃料の酬勺であり，交流化ば保船維拷
費の節減にある・ここにも本船装備の一特徴がある． ’

-･ロニーーユ夕巷哩争 』
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1:職駕×2)5t-27

主磯城
蕎繍箇響タービン

汽罐三胴水管式舶用礎(日本鋼管）、
2基

，低醒籟氣謹生器（同上）’基
定格出力6,000SHP

回轄數(毎分〉’'0

速力試運輔、19.21"

航海(計謹）15．0節
燃料消費量(一日當り)42.2t

諦賦力15節-101100浬（但し深油艫、
を含まず）

主發電磯180KVAディーゼル（赤坂鐵
工，明電舎）2基

補助發電機40KVAディーゼル（同上）
1基

電源230V60サ/fクル交流
甲板機械

揚錨機及蕊船磯蒸氣式(日本鋼管）各1基
揚錨機同上（同上）18基
操舵機

難藤難墜4ﾗﾑ式(三
冷凍磯(貨物用)麗磯者誇氣冷却式

（糧食用)7.5:HPフレオン式(同上)2¥
消火装這（能美防災工業）

火災探知装置煙管式オーl､オージプルエ式
消火装置CO2カス式1式
機關雪肖火装置トータルフラツデインク･CO｡

ガス
ユ式

航掘幾器

磁氣羅針儀反映式（東京計器）
轌輪羅金I儀エペリ古式(同上〕
自動操縦装置及航路自壷葺縁同上(同』二）
レーダーユペリー式(スペJ－）
ローラン同上（同上）
香響測深儀日本電氣式

洲程儀パテント電氣式(鶴見精磯）
測程儀動墜式（東京計調
風速計佐貫式

無線装置（協立電波）

邊信磯中短波500Wエ基
短波1000W

1基

補助50W1基
受信機全波短波1基
擬溌装置50W1基
方位測定機エ茎

定員

高級船員16（丙謹備を含む）
見習2
普通船員36

族客4
合計58

擬關室援械は主給水および循雲水鑑ンﾌﾞがタービン躯

動の他寸べて電動式であり，密閉給水装置となってい

る．こｵ'等補稜稔殆んど全部日本鋼管製で補磯タービン

魔主汽罐からの高睡高温蒸氣を使用する．一方本錯の甲

板震械匿蒸氣式であるので特に低墜蒸氣發生器（迩稗コ

ンバータ壱）を設け9.5kg/cm2の飽和蒸氣を使用する

装置とし，その給水系統をタービン系の給水と劃然と分

離罫-.ることとしてある．この低塵講氣發生器ほ本邦譜と

しては1回の前例があるに過ぎず，全く新しい装置であ

りうその給水と加熱蒸氣侭睡縮室氣によって自動豹に調

節されるもので，日本鋼管の設計製作にかかるものであ

る．この装備によって主汽罐の耐久性を増し，また普通

･の補助圓謹装臆の場合に比し重量容積侭格とも減じう

る．本装置瞳近1，､將來本邦船にも常識とする時代が到来

するものと思われる．

本船侭起工後7ケ月足らずで完成引渡を受けたがこれ

侭當註の新造船での新記録であり，また第7次後期追加

新造船の1､ヅプを行くものである．本船の就航によfり當

砥の船腹腫合計8隻，總噸数55,708噸載貨重量噸數

85,703英噸となり一大威力を加えたこと稔誠に同慶に耐

一えない次第である。

主要目ほ次のとうりである。

船型船首模甲板付遼浪甲板型

船級遠洋睡域第1級船
fAI⑧÷AMS,M,RMC
F P A N S * M N S *

15319m全長

長（垂銀間)142.00m
19.30xn幅
12.40m

深
8.24n1吃水

綱噸數 6,646.16t

3760.39t純側蝿該

職貨重量睡數10,832.70t
10,661.60英噸

貨物龍容積(グレーン)18,594mS
（ベール)17,166m3

冷凍貨物艫206 m 3

絹物庫エ56m3

郵便庫57mS

貨物油槽1,093mS

貨物脆口寸法デヅック蟻力量

貨物鮠番號鯰口寸法デリックカ量，薮
18.45m×6.0m5t-2･

212.90m×7.0m35t-115t-25t-2

312.04m×7.0mlOt-25t-2

47,74m×7,0m5t-2

512.04m,.7.0Jn5t-210t-2
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蓮難徐錯舶局省査制度課しての交流電源に船内電源さ

りいて

ある．例えば各室内燈は1CO～150ボルト位が最も安全

であり電球および部品が市販品で間に合い従って安侵で

もある．これ等の條件より動力用としてば出來るだけ高

睡を供給し，しかも2種或はそれ以上の低電墜が任意に
得られることが要求され交流はこれを充分に浦足する．

､c)篭型電動蕊(SquirrelCageMotor)を使用できる．

篭型電動藤は餘り起動トルクの大きくないような補擬
に使用されるのであるが（後述）その構造睦非常に簡軍
であって直流電動陵に較べて製造費が非常に安い．また

その重量に挙いても一般使用範園でば相當に小となる。
第1圖および第2圖ほこれ等の状況を示す．

以上のように債格，重量等腫詣いて大きな差を生じた
のは主として直流電動溌が整流子を必要とする黙にある．
と考えら湿る．この部分臓直流儀中最も工作の面倒な部
分でかつ高慣な良質，-．

戦前の船舶に比して戦後の船舶の著しい特徴はその補
機關係が大幅に電化されつつあることであって，電氣議
装費の全船侭に對する割合は戦前の数倍以上となってい
る．このように大電力が使用され始珍ろと同時に船内電
源の交銅上される傾向が目立って来た．
交流か直流かの問題ほ戦前においても論ぜられたので

あるが具禮化する前に戦争となり中鐵されてしまった.
戦後3つが国の造船界は非常な不況の下に喘ぎつつ内海航
路の小型客船等がぽつぽつ建造されていた．代表的なも
のとして瀬戸内海航路の“こがれ丸',‘‘まいこ丸"’宇
高連絡船の‘‘紫雲丸”“鴬詞丸”‘眉山丸'，等が揚げら
れるであろう。そうしてこれ等に瞳揃って交流を使用さ
れたのである.その後計劃造船により油槽船の建造が盛
となりこれ庭は交流がより適する錨から交流化の問題が
再び探り上げられることとなった.
一方米國に詫いてば交流電氣推進と關聯して辮日電源
の交流化が偲陸されこの極向がわが國腫も量謡をおよぼ
すこととなったのである.而して今や抽象的な論議の段
階は過ぎて交流船が綾煮と塞豈されつつある・
しからぱ交流の特徴はどのような鮎にあるか’鉄黙唯

何か，またその畿擁はどうすれば良いか，という鮎につ
いて以下總織してみることとする．

I交流の得失

ここで述べる交流の得失は直流腫對するものであって
利鮎詣よび峡黙に別ち,列學して簡単に説明する,

■
■
・
■
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１
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の銅が使用されるの

である．一方取扱の

面から見ても故障の

大部分ほこの部分で

あり．刷子(Brus*)
および銅の磨耗に

對しても時餐更新す

る必要がある．また

この部分に話いて火

花を發生し油氣のあ

るところでば引火の

危険がある．これに

對して篭型電動磯で
ば整流子を必要とし

ないばかりか露出し

た帯電部が全くない

のである．更にまた

整流子涯おいては整

流子片と回轌數の積

あるいばそれ以上の

高調波が生ずるので

あってこれは無線關

係に相當の影響を與

“
刃
塑
”
〃

△
咀
■
９
‐
‐
’
’
’
’
１
１
１

ら〃営辺‐”j〃

定 附身 力
’

第1圏直流および交流漣
動機の賓用比較
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1．1交流の利黙

a)電墜の昇降が簡単である.
鍵墜器渥より霞墜な自由に鍵化し得ること朧最も大き
な利黙である．直流においても電動發電機を使用すれば
篭睡を鍵えることは可能であるが，その効率，重量，値
段において格段の差が生ずる．今効率の一例を揚げれば
次の如くである．

鍵座器効率95～99％
電動發電磯効率60～65％
b)高墜を使鯛できる，
上述のように電唾を自由に鍵化できることにより船内

電源として高墜を使朋し得るようになる．即ち高墜を使
刷することば配線を細くし各種磯器を小型にすることと
なるが使用場所によってば餘り高座であると困る場所が

１
１

－｣_ﾆー－」

jひら〃

定格易力

あってこれは熱源園第2岡直流および交流電
係に相當の影響を與動機の重通比較

Iガ直流極動機230ボルト，1750回卿

11;交流樋動機220ボルト>1750回卿3相龍型
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える。この値は大鴎1KCないし10KCであってこれ

に對する逓波器は膨大なものとなるが，交流磯ではこの

必要が殆どない．

d)起動方法が簡軍である．

直流電動議は扇風器径度の極めて刈型のものでない限

り起動器溌必要でありこの起動器獄相當複雑な橇造を有

していて製作費も高くかつ故障の原因ともなる．これに

謝して通常使用の鑓型電動磯の大部分が起動器を必要と

せず開閉器を閉じるだけで充分である．萱た減電睡式を

必要とするものでさえもY△切換方式を使用するとか

進鋤躯塗錘器を使踊する程腱の簡軍な方法で良い.特に
大きな涯鋤I､ルクを必要とするものあるい罐非常に大型

のものには巻秘型藷謹電動裟(WoundROtorType

InductionMotOr)が使用されるがこれ等侭後述する

ようにいろいろの問題を含んでいるが，それでも遼鋤方

法に關してのみば少くとも直流機より複雑でほなL､．

e)速度一負荷持陸は温度の鍵化涯よる影響が少い，

同期電動溌廷電源周波薮が一定である限り回轌歎が一

定であるから一つの特徴として利用し得るので別問題と

する．

さて誘導電動震の速度特性廷直流分捲電動蕊の速度特

性と非常廷良く似ているが後者が次に述べる如き温腫に

よる愛勵が相當に大であるという黙乙溌いて劣ってい

る，即ち直流電動窪の分捲回磁は抵抗が非常に犬であり

温度にエろ抵抗値の鍵化も亦大である．しかるに直流電

動擬腫鱈次の關係が成立する．（第3岡参照）

Nx-旦二I墾旦一
抄フ

に下げることが出來る．

g)識備品の問題を溌學にする．

前述のように起動器(Starter,整流子を持たないの

で譲備品の種類が少くてすむ．

h)陸上電源が簡単W己取り得る．

船舶が入i､中あ為いば岸壁にて荷役中簡車に睦電が取

り得ることは非常に便利なことであるが直流の大電力を

供綿し得る陸上設備ほ非常に少い、これに較べて交流は

睦電設備が充分である．

i)螢光燈ほ直流式より交流式の方が比較的良好であ

る．またその他の放電燈も交流式の方が便利である。

i)セルシンモーター(SelSynMOtor)等の計器を使

用するに便である．

k)上述の結果，債格，重量，据付場所が非常に小と
なる．

１
１
１

１
１

,’

1．2交流の鋏黙

a)速産制御が困難である．

龍型電動擬でば速産制御ができない．ただ多重巷にし

て極數を鍵化せしめることにより数段の固定速度が得ら

れるのみである．巻謀型にすれば二次抵抗を回博子に挿
入して速麗制御することができるが高速鹿に諸いてかな
りの電力損失をともなう．

．整流子電動蕊(CommutatorMotor)は直流強より高
侭，複雑でしかも維持に手敷を要する･詳略は後述する．
b)起動I､ルクおよび過負荷'､ルクほ直流賎に比して

小さく，かつその特性において劣る詳細ま後述する．
c)發電制動の理論に秦いて劣る．

一般に甲板磯械でば捲降しのときは傭勢のある回韓子
に摩擦ブレーキを掛けて制動しているがこれは摩塗仮の

摩耗，焼損等を來して大型のものにほ不適である、これ
に對してその回鱒子の‘臆勢を利用し電動淡を發電磯とし
て逆用し,この發電機の電力を電源に逆邊するとか,ある

』

蓋た'｡．÷，
N;回縛數

’5磁束

E；電墜

Ia;電磯子電流

r;界磁抵抗
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策3圃直澁分推髄動機Raぅ内部抵抗

從ってrが温度上昇により大となれば妙が小となり

従って回轌數が増大するのである．一般に起動寺と連績

使用中の温度整走時との回蒋數の差ば平複巻特性の電動

磯でさえも10～20％である。これに比して誘導電動溌の

内部抵抗愛化による回漣敷鍵動ま極めて少くて問題とす

る程で(まない．

f)交流に諸いては多くの標準品を使期し得る。

陸上においては大部分･交流を使用しているのでこの大

量生産による規格品左使用し得る．従って全攪格を大幅

－
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發礎機憾流

罹動働トルクまたば謹漣機に對する回聴力

篭動機入力または菱電機出力

隼斗圃誘導發祇機各種特性
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出来るだけ高い電墜を使用したいということ橇當然要

望されることである‘一方船内ほ狹塩にしてしかも海
水，油氣，漂氣，蒸氣等により常に絶縁低下の危険に曝

されている．又一度故障を生じた場合に.は燃料その他の

可燃物が多く火災の條件が揃っている．あるいば坂扱者

の感電するような危嶮も非常に多いわけである．從って

これ等の黙を考慮に入れで絶緩材料の進歩と共に4“ポ

ルI、（發電儀電唾450ポル､I､)．．550ポルト（發電繊電塵

560ポルI､）等の高電墜が使用され始めた．

三方舶用電線としては600ポルI､絶縁電線があって大

部分の船級船ほこれを使用することになっている，從っ

て550鱸ルト．440ポルI､等の使用電墜にはこの電線で

間Vこ合うわけである．またこの使用電墜に對する各種の

規程，規則の制限ば次の如くである．

い極ジュール熱(Joule.sHeat)として消費せしめこれ

により發電機を制動する方法が採用され.ている．この場

合直流の發電制動ま逆にした發電機出力が相當有効であ

るのに比して誘導發電磯は非常に力奉が悪く從って無効

電力が大である．

第4岡は誘導發竃機の各種特|生を示す．圖中S=1の

殿より左側が誘導制動鶴S=1ないしS=0の間が電

動震,S=0より右側が誘導發電磯を示す．即ち發電機
側で(ま,P,でばそｵしぞｵL發電磯の出力，發電機を回轌

せんとするI､ルクを示す．

d)交流護電機ほ別個の勵磁用直流電源を必要とす
る．

一般には主發電機軸直結の自勵直流護電機（勵磁磯
Exiter)を持っている．しかしながらこれば主發電機容
量の數-1-分の一に過ぎない小さなものである．
e)同期發電機ほ本来電墜鍵動率が悪い。
蜜際には自動電座調整器を取り付けることにより電墜

鍾動率を改善している。

f)並列運轄が難しい.

交流量蕊営機を並列運轌に投入するために億電墜のみな
らず周波数および位相をも一致せしめねばならない．
g)交流電動磯の起動電流が特渥大きいから過負荷保

謹が有効でない．

h)一般に交流配電髪は小型で輕いが複雑である
i)逵麗制御が簡単にできぬたあPipeの弁を絞るこ

とにより吐出量を調整するためポンプ，通風機等の全鴎

の効率緯直流よりも悪い．

j)力率の悪いとき電路損失が大である．

力率1のとき直流，交流同一損失である回路において‐
力率が小となるに從って同じ電力を鑓電するために大電
流を必要とする．從って回路涯おける損失も堀大する．
叉鉛被電線でば誘導により鉛被内に生ずる渦電流により
いわゆる鞘損(SeathLoss)を生ずる．

I1各論

以上において交流の得失を簡単に比較したのであるが
最大の峡馳騨何といっても速麗制御のできないことある
いはI､ルク特性の悪いことである。換言すれば揚貨機，
揚錨機等を如何にするかとい弓ことが問題になる．また
交流の場合どのような配龍方式あるいは供給電嘩左探胴
するのが良いかということも考えねばならない。本節に
おいてばこれ等の事項について更に械討することとす
る愚

１
１
－

第1表制限露座

使用電睡（誤ルト）
親
ま
規

程
は
則 －般一総|油繍塁た

動力|蕊|督風黒動力|蕊|賢風鴇
一

’ 巧
即
泌
加
腹
、

１
１
１
１
１
１

Ｅ
程

遮
Ｂ
Ｙ
Ｋ
Ｅ
規

里
Ａ
Ｂ
Ｎ
狐
備

Ａ
設

400

（450）

、440

440

440

250

０
０
５
０
０
０

５
５
２
１
１
５

１
１
１
１
１
１

250

(250）

250

(250）

440

(450）

450

450

“0

110

250

(250）

250

240
日
Ⅱ
■
■
日
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
り
０
１
１
■
■
■
■
■
■
『
助
ｄ
ｑ
ｄ
・
■
■
■
０
■

’’150 110

Sti)上の表ば交流魎睡についてのみ

ii)()ば特別規定されていないが箕際に使用許

可されて唯､る逓歴

この表に示す値は制限値であるが現状に鐺いては最も

安當な値であると考えられる．從って

動力440鑑ルト

電熱等220,ポルI、

電燈等153ボルト

を使剛す為のが今後の傾向であろうと考えられる．附表

は米國における例であるが，本邦でも播磨造船所におい

て這鑑中の飯野海運油癖淵(22;000G.T.)が交流440Wg

ルI､使用を初めて採用しているといわれ，また海上保安
廃においても巡覗勝に交流440鑪ルI､を使用せんとする
案があるといわれる・

露1表において國丙法（船舶設備規程）の規定ほ特に

厳格であるがこれについては保海按露97號（昭和27年

4月16日）により動力用に限り交流450ポル1,まで使湘

できることとなった．（この通牒はまた油僧船も一般船

と同等まで緩荊1されている､）次に交流450ポルi､を擁
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１
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隼S表
用したときと250ボルトを採用したときの簡単な比較を

示して塞ぐ。

第2表(A.B・船級20,000重量趣油槽船）

写
り

夕

１
１周波爵凌 鞠回 数

’ |,量,;’
|'800 ’

1

1

I01

6001
701

61

1
1000

1200

2極

30CO

3600

8

750

900
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I ’
ン卜

宏
％

６
１
０

２
８
８

321、ン

100％

100％

全電線重量

同上割合

全電線憤格

よって回轌數が第3表の数種に限定される．

‐更に注意すべきことは交流發電機用原動磯には配電盤

より直鋳制御して電動磯その他により調逵器を制御する

方法を講じて同期を外れないようにすることが必要であ

り特渥並列錘嬉をする場合に重要である．

11･4.2發電機發電機朧極くﾉJ型を除いてぼ殆ど

回轌磁界型が採用される．またY結線と△結總が使
用されるも普通には△結線が多く用いられている．‐

交流發電機の今一つの特徴は同期リアクタンスのたぁ

固有電墜鍵動率は相當大である．従って自動電嘩調整器

t第2表および附表は描磨造鋸所燧氣設計課長橋本氏）

提供'二・よる、）

エェQ2周波薮

わが函の電源周波數は關西60サイクル，關東50サイ

クルが使用されていることほ周知の通りである．外国に

おいてば印度等で“サざクルが使用さｵしる外米園60サ

イクル，儀州50サイクルが主として採用されている．

今船舶に50サイクルを採用すれば60

ライクル圏内においてば動力用として睦

電を使用する事ができない．何となれば

N:==苓阜一
N;回単蕊致P;極鍾

f;周波数

であるからfが大となれば電動農の同

期速度が6/5倍となり過速愛となるから

である．

亥に60サイクノレを採用した場合にほ

50サイクル圏内においても睦電を動力に

使用し得るが電動磯の同期速度が5/6倍

に低下する．従ってポンプ?の吐出墜力が

低下する等の恐れがある．結局以上のこ

とを綜合して60サイクルを使用するの

が蓮蕊曽ではないかと考えられる、
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n。3配電方式

一般に使用されるものには電燈用とし

て達湘2線式，動力用として3相3溌式

が使用される。この外単相2線式，3相
4線式があるが餘り利黙購ない。

’4
F><L
j"IW7
月旦、

4.C
‘

/A/"""、

m8f)MWj"
〃'百"_j"V

刷雁〃l/"r46g

斑ヨ＆X

燕裂照4.Cf

REMARK:-

<i)*NECESSARYINCASEOFpARALLELRUNNING
OFA.C､G.

(ii)CONT,ROLSWITCHES<@REG_MAN''OR"sPARALLEL-
OFF''ANDINSTRUMENTTRANSFORMER<cC｡TOR
P,T''ARETOBEPREpAREDBYPANELMAKERS,

第5"TYPESRVOLTAGEREGULATOR

(CONNECTIONDIAGRAM)

皿｡4發甑設備

IIo4o1原動磯交流發電磯用原動

磯衛直流發電溌用に較べて高速のものを
も使用し得るが－･方においては周波数に
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｡k)捺示燈．

a)の護電擬界磁抵抗調整用抵抗器.

1）原動儀調速器制御用開閉器．

”出力逆流防止用繼電器・

a)の自動遮断器を作動せしめる，

n)同期橡定器および同期瞼走用ランプ。

o)較正用竃墜計およびその開閉器．

m),n),o)の器具は並列鷺騨専を要するものに必要であ

る．

交流用給電差に詫いて問題となるの(ま電動磯の起動電

流が大なるためにフューズ，自動遮断器等に特別の注意0，。［・

を要することである．自動遮断器に嘩熱型が多く用いら
れている．

最後に客船に鱈いては15〕ボルト以上の配電盤，分霊
盤，醗琶盤等ほすべてデッドフロント型としなければな

らないことが國際瞬勺(従って'繩安至法)IEニ規程され
ている．

11.5.2電路220ボルト3相交流の給電線の電流

と，力率を0.8と慨造:したとき等出力を給電する直流230
ボルトの給電線の電流とを比較して見る。

交流出力＝･1/意×220×Ia×0.8

直流出力＝230xId

・聖_＝0.755
。．Id-..

Ia,Id;それそ瓢交流,直流給電線を流れる電流・
ここに交流3線，直流2線であることは勿論である．

従ってその銅課重斌憾:交流の方が直流の
0.Z55×3/2=1,1325倍

となるのである．しかしながら多心電線を使用すれば，
その電綴の重量，布設費も大鐙直流に比して大差なくな
る．從って出来得る限.り多心電線を使用せねばならな
･も，o

多心線を使用する今一つの理由は交流に生ずる交番磁
界により外部に對して影響するのを防ぐ｡ため3相3線を
一括した多心線を使用すれば120.異る位相のため互に
磁束を打淌し合って外部に表われてこないことである。

一方A.I、E.E.(TheAmerlcanInStituteof

錐4表600,000CircularMiIsに對するA､IEE.
制限髄流

一i

(第5岡参照）によって調整しなければならないことに

なる．次に各謝惹機には勵磁農を必要とすること前述の
通りである．この勵磁機ほ電墜125ボルI､同軸藤吉のも

のが普通である．この容量は次の如きものを考慮せねば
ならない．

a)主發電機の全負荷において必要な勵磁電力．
b)鐡機主回路用自動遮断器の引外装置用電力，
c)原動隣の調速器制御用電力．
d)自動電墜調整器界磁抵抗制御用電力・
交流發電擬の並列運韓は原動溌調速器と自動電座調整

器の性能如何に掛っている.即ち同期護憲鋒の負荷の割
合は，直接その原動機に蒸氣あるいは燃料が何程入った
かによって定まるのである．今かりに各發電機に異った
勵磁量を與えて負荷電流を等しくしても愛際には無効電
流が各發電機相互の間を流ｵしているのであって各鐵の有
効電力負荷橇等しくないのである｡-いわゆる横流現象で
ある。從って電嘩調整器はごく小さな範園の電座を調整
するばかりでなく無効電識を減小させるためIご過勵磁，
不足勵磁を柿正するのである、異った定格の護電機を並
列通簿するためにほ前述の電嘩調整の外に各使用電流に
應じて同期インピーダンスをも鍵化せしめなければ無効
電流を完全潅補正することができない。
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11．5配雷

11･5.1配電盤同電睡で同電力を操作､する配電盤
は蔵流に比して交減では襲鍾鐘であるがやや鄙貰であ
る．この理由瞳主として計器等の器具類が多いためであ
る．しかしながら高竃嘩を使用すれば田懇の闘禰その他
により補うことができる・・
今交流配電盤に必要な器具を列學して見ると次のょ･う

なものである．

a)3極限時式過負荷および低電墜自動遮断器。
b)發電機用3極開閉器。
c)發電磯用電墜計．
d)發電磯用電流計。

c),d)憾各相を讃み得るよう3鮎切換え開閉器を付け
る．

e)護電機則電力計。
f)護電機剛力率計。
g)勵磁溌用電墜計.
h)雲電機界磁電茄瀞。
i)電座調整器詣よびその開閉器。
j)謹電磯界磁用開閉器・

放電抵抗および蓄電器付．。＆
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接起動(LineStart)

もできるのであるが

大型後でば起動電流

を押えるため次の如

き各種の方法が使朋

される．

a)一次側に抵抗

を挿入する．

bl起動浦償器を

使用し定格電嘩の蚤

～昔で起動する.(第

7圖参照）

cY△の切換えに

よる方法．（第8圖

参照)．第8圖にお

いてY接鎮のとき

相巻線の受くる電塵

‘譲寿=0.58倍と
なる．

ElectricaIEnSineers)の規則でば2心および3心の
--、!

Cable(X600,000CircularMilsが最大であるのでご

･ｵL以上の容量を給電十るために鮭3心線を2本並列に配

線する必要がある．参考までに600>000CircularMils

の許容電流容量踵にA.1.E.E.よると第4表の如く法
ろ，

原篭

職諺
今勤
勅撰

厭謡

11．6照明装置

交流譜に韮いては發電機電睡ぱ230鑑ルトまたば450
ポル1､を使用するのが普通であって，これを3箇の単相

の鍵塗器により115鑑”卜に降延して使用する．小型船

で(宝1箇の3相愛墜器により降墜し主配電盤に3相115

ボルI､母腺を設け，これより先の分岐路想軍相配線とす

る.ここで問題になるのほ3箇の阜相分岐回路の各鳧の

寡荷が資際の使閉j伏態に素いて平衡するよう蝉し，3相

發電機が不尋F街となるのを防止せねばならないことであ

る.大型船では上記の鍵蕊器を各照明唾或に設けて電線

の節約をすることがあるが,A､B.,N.K・規則では居住

唾に諸いて油鍵謹器の使用を禁止しているので室氣冷却

式鍵露器詮使用せねばならない、

第7園起動袖憤器

電巍

后－－－1｜’

擁
鉱
鋤

０

第8圏Y一△i淵閉器

以上の中最も多く脇いられているのほc)の方法であ

って大禮5～'0馬力のものに使則される.これ以上のも
のばb)の方法詮使用する．

次腫負荷を掛けた催の状態で起動せねばなら鼬ものと
してば主機回轌用電動磯，室氣墜縮磯等である．これほ
起動I､ルクが大略250％位と考えられ舗謎膿型誘導電動鴎
を使用して二次側の起動蟹抗により大禮250～300％の起
動トルクを出すことができる。（第9圖参照)．また二軍
篭型電動磯(DoubleSquirrelMotor),高嘩起動電通
"(HighVoltageStartingMotor)も相常使崩せられ
ている．

11｡7｡2可鍵速度負荷前述の如く交流電動擬でば
速度制御が簡軍にできないため從來ウインチ，ウインド
ラス等の甲板機賊は蒸氣あるいは直流電動農が使用され
て來た．ところが最近交流船が多く建造されるに及んで
漸くこの問題に取組も5とする'傾向が覗くなって来た．

n．7動力装置

最も主要なのほこの動力に對する庭置である．先ず韻

ンう°類のような定速負荷と甲板機賊のような可鍵速鹿負

荷とに大別して詮明する．

11．7．1走速負荷甲板磯城以外の篭動溌憾殆ん

どのものが負荷を掛けないで超勤し起動後徐兵に負荷を

掛けて行くことができるものである．即ち通風機，回縛
ポンプ°(CentrifugaIPump),スク,ユーポンフ等がこ

れであってその起動トルクは大鐙運轌中のトルクの200

％と見て良いであろう。これに對してば最も一般的の型

の寵型誘導電動磯が使用される．その特性は第6圖に示

す如くであってその起動I､ルクは大略運湾状態の150～

250％である。Slは資際の趣陣状態である．

これ等の電動磯ほ1．1のd)において述べたように直

’
I

’
１
回
戯
打

ロ
鮴
ノ

クロ蝋敬一/”鬼
'5二、S=メ－ラ こ り

回職救一一

隼6間龍型噛動機特性

町

"91湖抵抗起動法およびその特性
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にして数種の回轌數を得る方法である．この方法は制御

方法は非常に簡単であるが電動磯の構造上各段のトルク

を平均して分割することが難しい．この方式によるもの

が本年始めて三菱電氣において試作された‘

b)整流子電動溌法この型の電動磯ほ交流を使用

してしかも直流と非常に良く似た速度一トルク特性を有

するが，整流子を有していて取扱の困難なことあるいは

値段の高債なことは直流機以上である・第11圖は昨年
東洋電氣において製作されたものである．

c)直流を發電し直流電動磯を使用する方法この
方法では電動發電機による方法と水銀整流器による方法
とが行われている．いずれにしても直流を發電するため
の損失が相當大きくなる．第12圖憾富士電機庭おいて
今春製作されたものである．この方法でば電動霊電機の
誘導磯を捲降しのとき誘導發電機として使用しているの
が特徴である．

d)油墜方法誘導電動磯により油睡（またほ水墜)･
を愛Eせしめてこれによって機械的出力を發生せしめ，
吐出弁庭より速度を制御する．例えばフルカンギヤーを
使用する如きである．
e)誘導電動磯の組合せによる方法この方法にほ

非常に多くの種類があるが以下その代表的なものについ
て簡箪に考察して見〉る・第14岡ほこの一例である.圖の
M』は主電動鶴M2は補助電動護とするときは次のよ
うな4種の回鱒數を得ることができる．

M』のみ箪燭“するとき-ﾕ署fz

M2のみ単鵬運鱒す諺とき-鶚L
M1,M2を;鱗運鱒するとき（第14圖の場合）
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東洋電磯，富士電機，三菱電機においては既に試作品の
公開試翰を行っている．今これ等の方法淀分類しながら
簡単に説明する．

a)極数鍵換法一般に交流磯憾極数によってその
回韓數が走る，從ってその極數を數段に切換え得るより
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X.M.舘型冠動機誘導謹遜機
D.G､直流謹漉機直流髄動機
D.M.直流厩動機直流謹魎樫
E、x・ 勵磁機

"12I観擢士レオナード法式交流ウ該fンチ

S:固定子TP;鍾唾器一次捲線
R:回卿子TS;〃二次〃
X:リアクターTTう〃三次〃

錐11剛交流砿動ウインチ（東洋魑穣》
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ChestnutHill

LaBrea

DanielWebster

J.L.Luckenbach

T.W.Robins3n.

CarID.Bradley

CitrofSaginaW

SeatrainHavan.

1918
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〃

〃
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TurbineA*C.electric

１
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４
５
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．
７
８
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’
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４
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18，000

24，000

8,000’

16，460

498

ft.Iongi

1927

1929

1932

〃

〃

Ge]red-turbine

＝

’

DieseIACoelectric1，37 Cargo 6800SWuppertal19
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15000S DieselA.C.electric20,10019381 Patt･ia10

’ザ

b ,"0sl
I

23900

24．800
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1938

1939
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1945

TLIrbineA.C･electric
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TurbineA,C.electric

J.W・VanDyke
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ｋ
ｋ
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ａ
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M､C.Class
'r2-SE-A2
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1945 21,88044 Tanker14
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・15 194410 22575 18,000T

6'6000TI
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b)大電力施設においては交流式の方が遥かに有利で

ある．しかして容量の増大，電動農數の増加する程急激

に郁 I と な る ． 識
c)ウインチ，ウインドラスの容量が全電力量に比し

て大なるときは直流式の方が郁ﾘである｡

d)油槽船，貨客船等庭おいてウインチ，ウイーンドラ

スを蒸氣で．厳い得れば交流式が遙かに有利である．

e)交流電氣推進船（大型ほ大部分交流）で荷役等庭

は主發電磯（推進用）より電力が得られれば非常に有利
である．

結局交流方式の應用分野は滿足な交流ウインチの出現
と相俟って飛躍的に擴大されるであろう。

班ZのSlipRingをM2のsIipRingに繼ざM2

Stato蚕を短総;-葛と営言饗す
但し)P1,P2はそれぞれM1,M2の極數とし>f1は

電源周波数とする．またM2は全く勵磁アドミッタンス

無きものとして計算する．

次に鋪13圖のような方法もあるが読明は略す．

亜I結論

・以上考察したことを綜合すると次のような結論を得

る．

a)船内に必要な全電力量が非常に少いときば直流式

の方が簡箪で安債である．

’

Ｉ

、
一

ｌ
Ⅱ
■
Ｆ
Ｅ
Ｂ
●
Ｇ
邸
審
勺
“
ｌ
Ｉ
Ｕ
Ｉ
■
用
■
品
川
Ｌ
ｌ
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|’No.andRating Drive

A,C.2ERiliariesinclude.winchss2-100kVA230VAC.

2-200kWA.C.

2-100kW230vAC.

2-250kW220VA.C.

1-250kW120/240VD.C｡
1 － 〃〃
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1-520kVA220VA.C.

120/240VD.C.

2－250kVA240VA.C.
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3-AC./DCMGSet
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ニューヨークにおける明石山丸入渠報告う・
入渠期間昭和27年6月

内田勇］2日0845～6月13日
：．､0915

‐三井船舶株式會匝t新造貨物船明石山丸ほ昨26年11月入渠時の妖態

26日竣工し，＝ユーヨーク航路に就航中であった．完成貨‘物1050屯

後6ケ月以内に入渠船底塗装をする議定であったが，虚燃料油397屯

女航海復航にキュー バ 島 に 寄 港 砂 溌 を 積取った爲，スケ潤滑油21屯

デュールの關係上 第 二 次 航 海 修 了 後 で は6ケ月以上を經清水378屯

過すろ豫走となった．あわせて米国に溌ける入渠技術，其他57屯

船底塗装の状況を調査したいとの考えからニューヨーク合計1803屯

の造船所にドックすることを考え,TODD造船所とBe- 吃水前3M-80.5後4M-81.0

tl]1ehemSteelDockyardから見猿を取って見た．平均4M-30"75

見積債額ほ約3,100弗，期間ほ1日とい弓のであり，日入渠作業

本の造船所涯潟ける見積と比軟すれば殆んど同額で然もボス恥ンよりニューヨークに6月11日1915歸着6月

期間が2日間短く本船船費1日當り約80菖圓を考慮涯12日0600揚錨水先人熱導のもとに曳船1隻に援助され

入れれば米国で入渠する方が遙かに有利と芯る．入渠時てStatenlslFmilに副い5哩遡江0800Bethlehem

期も大ニニーョーク港内に澤山の船渠があるから，デピSteel.Dockyard到着入渠した．途中水深浅く殊に

＝一卜の損失もないのである．DoCk前は川1幅狭く海圖上170米にて相當の困難と時間

かような次第で明石山丸ほ6月13日BethlehemCo.を要した.No.6F1oatingDock"5個のFIoating
(StatenlsIand,Newyork)のNo.6.淨確農に.入渠DoCkから成って輻り,その1基毎に各舷1墓ずつボン
した．次に船長の報告に基き，入渠中の様子を述べよう．を備えている．

一

’

1

1
ﾛ

－ － － ＝

〔時評〕 だという．勿論これ等の人の中には

大學院に残る新制の卒業生もいる課

であるが一鴎これだけの新學士糠を

現在の産業界官界が吸牧しきれるも
のであろうか。

今年はこれ等の卒業生を大幅に收

容する造船曾趾は餘りにも早く採用

試醗左終ってしまった．筆者の承知
している限りでは上記卒業豫定敷仁

對し採用決定数は奮制卒業者で約4

割，新制卒業者では約2割に過ぎな

い．過ぎないとぱいっても蕾制が38

名新制が30名計68名である，率の
最もよい東京大學の奮制でも4割7

分‘最も悪い慶島大學（新制）で僅
かに1割である．まだ官界や協會等

の採用が行つれる課であるが到底
251名を消化しうるとは思えない．

ではこの問題は明春の卒業上だけ

の問題であろうか．試みに27年産
の上記6大學の造船科の入學定員を

調べてみよう．東京35,大阪40,九

州30,検演28，鹿島30浪速20合

計183名となる・從って就職問題は

来春嫁鍵態的事情によるとほいえ今

後も毎年'70名程度の造船技術者が

大學からはき出される筈である．そ

してこれを造船界海運界官界學界が

何とか形をつけ-てゆかなければなら
ないことになる，ここに世の識者が
眼を向けて欲しいと筆者が切望する
所以がある．教育の問題臆極めて重
要である．大學の造船科のこうした
問題は造船界は勿論關係官臆は學げ

て大きな關心麓持つべきでばなかろ

うか．

先ず大學の造船科･の定員は何を目

標にして決ったのであろうか．また

決めるべきであろうか・こｵしが先ず

根本問題であろう．ここで二つの考

え方がある．

，）大學は造船界關連業界官界學

界の將來必要とする員敷を教

育するのか、

2）・それ等とは全然無關係に漠鍛

と単に一般赴會のため教義あ

I就職戦線異状あり

投 錨生

年の瀬も迫れば誰しも心せわし

い、労うけても卒業糞明春にひかえた

大學の學生諸君ほ殊更のことであ

る．尤も本年のように9月とい5に

既に採用試職があり10月既に就職

先の決定した諸君鮭別であ為．だが

現在我冬の直面している就職問題燧

餘りにも深刻といわざるを得ない

それは明春は蕾制大學と新制大學の

雨卒業生が一時にどっと祗會に巣立
とうとしているからである．では造

船科の卒業懲走者は一鵠何人あるの
力包．

奮制大學では東京，大阪，九州の

3大學から96名，新制はこの3大學

の他涯國立機漬，淡島雨大學と更に

公立浪逵大學を合せ6大學から155

名，新凄合計資に251名の卒業豫走

タ

■
■
四
ｋ
ｋ
ｉ
Ⅱ
７
１
日

一一



一一一一 ー

、

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ
日
日
巴
Ⅱ
Ⅲ
■
価
Ｈ
“
■
Ｎ
Ⅲ
Ｉ
日
日
側
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
昨
剛
阻
〃
脚
Ⅱ
Ⅱ
側
Ⅱ
Ｍ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

使用したPaint"Miller'sAnti-Corrosiveおよび

Anti･Foulingであって，使用量橇次の通りであった．

:Touchup 約40GallonS

.No.1CoatA/C10QGal1ons

NO.2CoatA/F85Gallons

なお塗装の際使用されたRollerBrushはドイツの特

許のもので，米國でも約1年前から使用さｵし始め努力が

少<炭くかつ濃度にムラがなく非常に能率的なBrIIghで
ある．本船にも見本として購入し現在乘組員により使用
されているが，その性能を重変がられている．
入渠中の注意事項は内地造船所に詫けるのと大禮同様

でお愚．

出渠作業

船渠内に舷梯および‘作業用階段も備えつけて鐺り’

SideShoreは無く船底盤木ほキールプロツクを含んで

3列である腹盤木は船渠上からハンドルを操作するこ
とにより，ロープ．で左右に位置を調整出来るようになっ

ている．入渠作業も本船にてロープを坂為だけで内地
DryDoCkの入渠と､同穰で大差はない。

0845船渠排水開始

0930KeelonBlock

O945船渠浮上完了

塗装作業

船渠が浮上完了するや直ちに技師長乘船Paintの塗
装方法および種類を打合，作業段取りほ非常に能率よく

I
運ばれた．

1000ScrapeandC1ean開始
1030No.ユCoattouChup開始
1145No.1CoatPainting開始
1400No.2Coatpainting開始

劃o､1Coat完了

1600Noo2Coat完了
Draftmark書き総り

作業員は22名でScrape&C1eanにほ長柄の三角
ScraperおよびWireBrushを用い，塗装に衝長柄の
普通のRoI1erBrushを使用していた．

－－

6月12日1700出渠諜走の虚，水深少き爲，13日の

0800出渠作業を開始した．

0800確晨注水開始

0830船禮至上

0915水先人謹導の下に2隻の曳船に援助され出
渠完了直ちにニュー三一クErieBasinに
向った．

所見

船主としてば船員の休讓等を考えると内地における
Dockingの方が有利であり，外貨の節約日本造船所の

‐

Ｉ

■

■

Ⅱ

Ｊ

ｌ

Ｆ

１

Ｈ

Ｌ

ｌ

Ⅱ
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Ｒ
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０

■

日

Ｂ

Ｐ

Ｌ

■
１
■
８
１
・
１
１
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Ｉ
ｐ
Ｉ
Ｎ
Ⅳ
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・
’
１
１
■
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１
１
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１
１の卒業生転出したから俺ほ知らない

という議論も成り立つ．背中筵向け

ていてすむものならばそれもよかろ

う．然し現に巣立つ學徒が可哀想で
ならない．學生にほ何の罪もないの
でぁ潟．そこを關係業界の經誉者は

考えなげｵLぱならない.いやしくも

經誉者なら|鼻|己の會杜のことだけ考
えればいいといったものでほないだ

ろう．一方巣立つ學徒も昔のような

大學を出た先輩の歩んだ坦鳧たる途
を歩まうと考えたら大間違いであろ

う．こんな数多い数字はそれ自磯優

勝劣敗を意味せざjるを得ない。だか

らスダーl､ラインだけは何の差別も

なくつけさせてやりたい.その上で

落伍する人が為ればそれは御當人次

第で止むを得まい。

よく聞く言葉だが今年は不景氣だ

から新規採用を見合せるとか，澤山

j"l1したからあそこは景氣がいいの

GIベビーのなやみがあるの

、これが今の繩哉問題であ
界にもG､lベビーの江や"ﾒか”~~‐

でぁ>る．これが今の就職問題であ
る．斌曾事業家でも出て孤兇院でも
作らなけ-れば今のところ先生方が如
何に東奔西走されてもまともな解決
は不可能でばあるまいか.GIベビ
ーは明春濯げのこととしても今のま
までは來為べき春毎に大なり小なり
同じような状態を繰り返えす倶があ
る．日本も濁立したことだからこの
邊で考え直してみるのも愚かではな
いだろう．最近の日經連の新教育制
鹿再検討に開すぉ要望も教育内容の
こともさぁこと涯がらこの邊にも關
係がありそ弓に思える．1）詮是と

するならば窪業界数字をあげて文部

省を動かすべきであろう・2）を是
とするなら文部省に語任せしておく

の他はないだろう，

＃練あるべき姿は姿として差し當
ってが問題である。相談もなく多徴

る造船技術者を教育するの
か．あるいはまた勢の詣もむ
くままに（例えば白線浪人の
救濟とか從來のゆきがかり
等）決ってしまう員數を教育
、するか・

であろう．現在の愛情は2）に當る

ょ弓に思えお・1）であるべきである

,II
I

１
１

’
’どの読愉はきいたことはあるが具礎

的數字にまでふｵした話侭耳にしたこ
とばない．現に今年の入學者の職を
見れば筆者の考え為所要数を遙かに
上廻っている‘きけば大學相互間で
定員決定の籏の連絡もないようであ
る．それどころか定員を減したら識
算が減るから減らせないとの話さえ
ある．誠に生めよ瑠せよである・窪
兒制限論が羽振りをきかせ避姫藥臓
行の世の中でも大學だけは別世界ら

1

1
Ｌ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ

|｜

劃

しい、こうして生れた子に今や産業
界ほ當惑している。特に明春ほ造船
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援助ということを考慮し出來れば内地造船所の利用につ

とめねばならないが，現在のよう腱海運市況は低落，全

てを合利化せねば，國際海運競箏から落伍する状態にお

いて腫第三國間を就航する遠洋貨物船に對してば欧米に

おける入渠を行う必要が生ずるも仕方のないことと思

う．

造船所においても米國造硲所が日本に比して十倍餘の

勢賃溌以て然も内地造船所と殆んど同額の入渠塗装料

で，叉非常に短時間に能率を學げている事麓を深く研究

されて，船主側に滿足を與えられることを切に希望する

次第である。このことば米國に詫け:る新造職建造を研究

することよりも更に重要な問題と思う．

最後にこの明石山丸入渠，塗装見積を當杜ロンドン駐

在員に依頼し英國造船所側から得たものを御参考までに
供する．．

Londen EastCoastWestCoast

鳶 s dgsdXs五d倉d

850063006300

2 盛 0 0．．．”100168150

15700123001230．

6600弱00

13500

90909000

Docking&Undocking

DrydockDues

Cleaningdownandapplying
2coatsowner･scornposition

Cieaningdownandapplying
2coatSowner'sboot"ping

CIeaningdownandapplying
1Coatowners'topside,Paint ｝

631

220

０
０

０
０

439

220

０
０

０
０

510

220

５
０

１ ０
０Pluscostofpaint

0 0 鬼 7 3 0 1 5 0

(1952.9,19)

Total 285100 4 6 5 9

入渠期間は何れも2日間である．（筆者億三升据舶．海務部造船課）
ｉ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
に
旧
旧
旧
旧
肥
Ⅲ
叩
叩
肥
旺
叩
皿
皿
訓
和
脈

だろうとかいうことがある．とんで

もない妄想である．造船や海運のよ

う．に景氣不景氣の波の大きい業界で

は今不景氣だからといって新卒業生

を採用しなければ波が廻って工事の

山積する時握肝腎な中堅技術者に大

孔があく．景氣がいいからといって

＝時に多数を採用したのではやがて

廻り來ろ波の底で息を切らしてしま

う愼がある．造艦の技術者などいう

ものは大皐を出て早くて5年たたな

ければ役に立たない.本當の力ほ10

年以後のことである．それなのに営

面の量氣を云爲して採用人員を決め

るなどいうが如きは全く沙汰の限り

といつぎ為を得ない，まして不景氣
だから採朧ほ世ぬに至っては言語道
勵である，

毎年採用に富って悲劇を耳にす

る。皮肉にいえば喜劇でもある。あ
る社で成績のいいA君が不採用とな

って劣等といっては失禮だが芳しく

ないB君が採用された．どうも不思

議ですなとはう詮方のお話である．

會斌は官應ではない・成績のいい方

を探為べき義務がある課ではないか

ら芳しくないのだけを採用するもま

たさまたげないのである．そうした

會杜には僅澆な人は志望しないに限

る．ただそうした會杜があったとし

たらその經誉音の能力を疑う．ここ

で成讃のいいとか芳しくないとかい

ったがいわゆる學校での成績順位は

簡単に決められるであろうが人物の

順位は中々つきにくいものである．

厚較の成鋳僅誘な入必ずしも趾會に

出て優秀とはいい得ない場合があ

為。その逆の例も屡々見受けるので

ある．從って｣錘のA君B君の場合

も中々難しい問題を含むであろうが

B君は銀行のひもつきだからねなど

開かされ為と誠に以て吐き出したく

なる．會牡の將來を本営に思う經誉

者であったなら先ずA君を探肥した

上B君ほエキスI､ラとして操明して

ほしかったのである．こうしたこと

は毎年きくことであるが特嬉本年は

人數が多いだけに眼に餘るものもあ

ろうかと推察する．

幸渥して最近工業教育協會とやら

もアメリカの眞似をして發足したと

い5，工學關係の大學人と關係産業

人とが緊密な述格をとろうとの主旨
と解する．誠に結橇な企である．だ

が造譜部門の如きは，こうした協會

の誕生を見なくてもも少し氣のきい
た虚置はとれそうに思える‘協會も

發足した今日せいぜい學生が安んじ

て勉彊出來るようにしてほしいもの

である．大學當局と産業界の指導弱

地位にある方令の熟慮詮切望す為天

第である

（文化の日稿）
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mlllllllllllllll最近における抵抗線型電氣的歪計の進歩（その生)'''''''''1''''!'''''''''''''i'ⅢⅢI!ilil

増幅回路琶靜的測定装置 石幽一郎
蓮韓技術研究所驍鮒構篭部

ｌ
■

Ｂ

ｌ

ｒ

６

ｉ

Ⅱ

０

１

Ｌ

０

日

Ｐ

ｌ

Ｌ

１

■

■

■

日

刊

１

１

『

前鳧稿においてbridgecircuitを主として説明した

ので今回は，増幅器の一般的な記述と静的應力測定装置

を主にした読明を行うことにする。

1．愛換器の分類

磯械的諸よび物理的energyの塗化を電氣的ehergy

の蕊化に鍵換する鍵換器は分類すると次のようになる．

ユ）電流の鍵化を利用するもの…(光電池による光の電

流鍵化）

2）電墜の愛化を利用するもの･･･(熱電對による熱の電

墜鍵化）

3).impedanceの鍵化詮矛順するもの‘．．(歪による抵

抗線の抵抗鍵化）

また3）の分類に属する塗換器としてば更に，ピエゾ

電氣を利用したもの，容量型鍵換器,inductance型鍵
換器，磁歪型鍵換器，抵抗繊型蕊換器，等があげられ
る．

上記の鍵換器は夫々 すぐれた特徴を有しているが，抵
抗線型歪計健次にしめすような幾多のすぐれた特徴があ
るので，本稿では専ら抵抗線型歪計を使用するときの測

定鐘霞を述べよう・

抵抗線型歪計の特徴ば次のようなものである.
1）抵抗鍵化を利用するので,capacity諸よびinduC-

tanceの影響が僅少で,從って極めて早い過度現象

葦で充分測定が可能である．

2）出力特性が藤､範園にわたって一様であ港から,大
きな歪（塑性鍵形）まで測定が可能である．

3）電力の消費が僅少で0.5Wを超えない。

4）構造が簡車で重量は数瓦程度で．あるから測定に重
きの影響を諸よぽさない．

5）機械的振動系を持たないから，周波數特性に共振
黙のpeakがない。

6）標黙距離が3粍く、らいの小形のものまで容易に得ら

れる．

反對に次のような峡黙を持つ。
1）歪計が消耗品であること．

2）絶縁抵抗が低下すると不安定となること。
3）出力が小さいこと・

第’圖は抵抗線型歪計による衝箪應力を測定した例
で，極めて早い現象まで測定可能なことを示す.

ｌ
罠
一
コ

－"配Iら●y一

1 盆 罫

ｲ

I

第1園銃腔内の座力

2．静的應力測定法

静的應力測定装置について(ま，富研究室においてすで

に数種の試作器を完成し漆表してきた●その内の一部の
ものは製品化され，賞用に供されている．

謝乍器歓いずれも0methodで’搬邊波増幅方式を
採用し，指示装置の方から分類して’
1，マヂックアイによるもの
2）メーターによるもの

の三種を完成した、これらについて以下に詳細にのべよ
う，

3．鍛遙波増幅方式(CarrierampIifier･sjsfem)･

静的應力などの，極めて低周波の應力鍵化を忠蜜に増
幅するには，直流増幅器か或いば搬邊波増幅器を使用し
なければなら厳い、

直流増幅器ば装置が複雑であり，また特別に安定な電
源を使用しなければならない他方，搬邊波増幅方式を．
使用すれば普通のc－彊結合増幅器で充分であり，装置
も甚だ簡軍となる．

C-R結合増幅器の一般的な結腺園は第2I闘に示すよ
5なものである．またその等隠回路は第3岡に示すよう
なものであり,C,,C2は眞室管電極間容量およびﾌ"地
容量である。

雷 寵

’
’

第2園C－R結合増幅器
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一般にC-R結合増

幅器に誌いて角周波

數を①とし,周漉敦

による出力低下即ち

周波数*割生を考えて

みよう.先ず第3園の

等償回路を第4園の

ように書きなおす．

ここでIpはフ･レー

ト電流’19はグリ

ッド電流，狸は増幅

率とする．さらに

-j:c=。
÷

であるから（2）式は

吟

C

唖
Ｊ
鰈

1C2

grg_= 座

（÷千÷）
r&(r+rg)+rrg

-1+ri

G= (3)
１
１
１ 津3園第2固の等慣回路

C
となり,Gは周波数に無關係になる．從って特性曲線

臆平坦となる．上記の條件をみたす周波数は中域周波数

と呼ばれている．また高域謡よび低域の周波睡匝園では

Cz,C2,Cがそれぞれ効いてきて利得の減少左もたら

し，結局C－R結合増幅器の周波數特性(ま大鴎第5岡の

ようなものとなる．

測定すべき現象をい，とし，搬邊波ので（第5岡の

利得の一定な中域周波数)-鍵調して増幅すれば，現象

⑩，の鍵化は車に①の出力の鍵化となり，静的應力測定

にもC-R結合増幅器をもちうることができる．

第6間にその關係を示す．

|’ 一
ｉ
ゞ
』 I１

１

Ｊ１く●●■ ■■■ ■●叩、■■ ●Ｂ
■０凸。。

◆
’
一

句
］

Ｃ
Ｃ

④
『
“

◆
可
Ｈ
Ｐ

■
君
ロ
ゴ

団
１
十
１
＋

｜
Ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
１
一
軍

４第

一
一
一
一Ｆ

4．位相弁別器(Discriminators)

交流bridgeの歪による出力電墜鍵化'E",正負

の歪にかかわらず，歪に比例して増加し位相のみが180。

とすると

"EI
I垂＝

－
１
泌
嘩

ｊ前
十

１

十
ｇ

ｇ

Ｚ

Ｚ
＋
Ｉ
Ｚ

Ｚ

。
．
Ｆ

巾
１
▲

ｒ

C

’
Ig=

r,(z+z曾卜蒜)+Z(zg+TMEr)
一浬E1ZZg

E2=･--Igzg==

r,(z+zg)+zzg-,Mc(或÷Z)
逵なり，役って利得Gは

G-|-:fl-"《…fzzg-#C-("+z)
．..｡.‘･･.．.･･･…･･･．…･(2)

となる．（2）式のように利得G(ま周波数の函璽である．

さてここでC－R結合増幅器を静的應力の測定に直接

に使うことを考えてみよう．静的應力であるから（,)＝0

・であり，（2）式で利得が零となる．從って静的應力の測

定に直接に使うことができないことが到る.ゞ 亥に角周波

数｡の搬邊波を用いて計測することを考えてみよう．

第3岡で少Cl→0,o)C2→0⑳C→｡。の條件を滿足ずる

周波数券の範園では(')式は
Z=r zg=rg

となり

ロ (u

第51闘搬逢波用波数⑩による利得の鍾化

し－－少

“0
一 ‐ ～ 、A

血》

8

II

Ｉ
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
叫
日
ｒ
■
，
Ｉ

C

笠調 我

’
第6間

周波数砂’の現象を⑳の搬送渡で鍵調する.鎚詞波
は｡と①1十⑩，の'一のとの合成されナニものと派ろ、
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第9岡E

交蕊印bp堂丘
E

第7園ブリッヂ出力と位相關係 惣雇

_[~亨一S，
第10"

從ってVlの位相次第でIpが増減し歪の正負が判別鰹

来る課である．

この他渥リング鍵調器（第9圖）を利用したものや,＝

第10圖のような差動型の位相弁別回路もある．

恋
α

Y

ふ

~寵

第8園位相弁別回路

V1信雅堀延（交流)Vg定位相交流電唾
V3直流出力穂睡S,,S2金園整流器

礎化する．第7園で示されるようにJRが正から負渥
塵化すると4Eは平衡黙を境にして位相が180.鍵ろ．
さてこのbridge出力電唾を堀幅してそのままメータ

ーに入れると，歪の正負にかかわらず電流の増加する方
向に針が振れ正負を判別することができない．そこで平
衡黙乾境にして位相が'80.鍵る性質を利用し，歪の正
負を到別する回路が色冬と考案されている．
いま最も簡軍な第8団の回路について’その動作を説

明しよう・

金属整流器を利用したものでpcdに搬邊渡⑳と同

一の電嘩V2を加え,abにので鍵調した①，の蕊調

波信號電腱Vlを加えると,V1とVgの位相關係によ
ってVの陽極電流Ipが鍵化しV1の位相(歪の正負）

､を弁別することが出來る．

いまVzがある瞬間に矢に示す方向の位相であった場

合,V1の増幅電睡溌蓑た矢の方向の位相であったとす
れば,Rに齢ける電流iは矢の方向に流れる．次の半波
の場合にはS1に對してV,Vg共に逆方向となりS2に
對して曄Vl正,V2逆となり相殺さｵしてS2にも電流
が流れたい,故にV3は格子側正の直流電墜となる°V1
が上記の場合と逆相となると丁麗反對にSgに電流が流
れ,Slには流れず,V3は格子側負の直流電墜となり，
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第11岡容鯉不平衡がブリッヂ出力に及ぼす影響
常
中
琴

‐‐琴

5，平衡黙指示法

入力電堅を増幅して’

オッシロかまたはメータ

ーで直接應力を讃む場合

には次のような飲黙が生

ず､る、

1）入力が大きくなる

と，墹幅器の直線性が失

計つれる．

2)bridgeの出力は第

11岡の如く容量(導線等）

の影響詮受けて，不平衡

が大きくなると出力の直

’
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第12岡平衡黙調盤回路
り
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線性がなくなる．

3）電源電唾塗動乃影響が比較的大きいと

このために静的應力測定に腱平衡識旨示注が專らもち

いられている．第12圖で読明､す･ると,bridg会出力電睡

jEに等しくなるように，可塗抵抗R2の泣置塗Aか

らBに移動させてbridgeの平衡詮とれば，可鍵抵抗

R2の値から應力を測定することができる．

増幅器は軍にbridgeの平衡藷のみを稔出すればよく

從って上記（1）の非直線性の問題は解消し同時に（2）

の黙も平衡鮎でば問題とならない．

またR1とR3の値を鍵化することにより測定範園莚
任意に愛化することが可能となる．

第13岡はBaldwin趾の歪測定器の回路岡で,bridge

の出力と逆相の電座を加えて平衡をとる方式を採用して

いる．

第14圖陰マヂック・アイを使用した静的應力測定器

の回路園で，マヂツク・アイが入力電墜に應じて暗影部

が開閉する性質を利用したものである.V1,V2に低交

流のplate電唾が加えてあるからbridgeの出力の倫

相により片側の球のみが暗影部織勃nし，平衡溌下朧雨

方の球の暗影部ほ等しくなり，平衡黙と位相を猿出でき
る．
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第ユ5園はマヂックG

アイの動作を示す．

6．安定度

動的應力測定に比較

して，静的應力測定ほ

蜂雲簿

”'割”、歎灘率して,静的鵬力測識ゞ、心,/，”
長時間に及ぶ場合が少

第15圖
くない。

従って測定装置の安定度ば極めて大切な問題となり,
測定器の優劣を決定するpointともいい得る。
不安定現象の原因として考えられるのは

1)bridge繕成素子の温度特性の不揃‘

2）増幅器の瑠幅度の塗化
3)discriminator庭金属整流器を使用したときの温

度による1割生（抵抗，整流能率）の鍵化．

4）可鍵抵抗，スイッチ等の接鯛部の御身抵抗鍵化．

5）電源電墜の鍵化．

6）歪計の絶綴抵抗の低下聖

7）歪調雛の外部からの誘導・
等である。

これらの原因中，測定器の部分品を填重に吟味したも
のを使用することにより，（1）（2）（3）（4）の影響は震
用上差支ない程度までのぞくことができる。（5）ほ平衡
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傳導を高め防蝕す

Hathaway静的應力測定装渥.指示器に.ばガルパー使用

黒鮨示法では餘り問題とならず,70V位までの電睡鱈下

蓑でばたいしたことばない．（6）は安定度に重要な關係

があり，少くとも10Mg以上ほ必要である.(7)瞳シ

ールド線を使用することにより除き得る．

第16間ほ共和無線製SM-3E型歪測定器の安定度を

薑研究室において測定した結果である．晨切の20分位

まで侭測定器の温度上昇が平衡黙に達するまでの立上り

であり，過度的迂現象である.Dialの1目盛はo.1kg/

mm壜の應力に相當している．

冥眞ほBaldwin謎の測定器，輻よび共和無諜の測製

定器と24鮎用gwitchboxである．
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23(M.S.42×M.P､33jM.S.43×M.P.34)船舶編集室資料

で．本船の波浪中腫おける耐航性の優秀さから寳料19に

掲載した日聖丸型の船型に發展する起因となったもので
あるが，一面前記日聖丸の寶船鐵鹸の瞭験によれば，激

しい迎え波ほ，迎え風に遭遇した場合このような船首形

状が却って速産低下を増大せしめるのでばないかとの観
察も行矛つれ，ここに翫しい研究課題を提出していること
は譲者も御承知の所であろう。

中型船の寳料として長さ83米の貨客船2隻の成績を

示す・船鎧と推進器の主要目は第1表に,正面線圖と飴
首尾形状侭露1圖，第2圖に示す通りで，これについて

行われた滿載および試験鱒の2状態に開すぉ試鹸の結果

を第3岡，第4圖渥掲げる．

今回の2隻はｲ噸,しも終戦後建造されたもので，當時の

混蹴の中に新しい希望を荷って進水した想出深い船であ
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トローク1,600mm,115r.p,m.で7,500B.HP.の出力を

霊詮する.同一寸法の無韮齢機關で瞳5,530B.H.P.を發

生するが，この2つの形式のそれぞれに對す為正珠平均

有効塵力は100Lbs/in2(7.03kg/Cm2)および75Lbs/in2

(5.27kg/cm2)である．

‘漂催型のB&W2サイクル機關ほ排氣弁としてポペ

ット弁をもっているが，これがビ｡スI･ン弁のものも作ら

れあ．この雨者共磯關は容溢趣1回樽プロワー詮躯動して

掃除筌氣を供給す為が，これに加えられる過睡空氣臆2

つの排氣カス騨助の夕一策過給機で得られる．筌氣ほ塞

氣冷却器を通って掃除プ戸ワーヘ排出され機關へ行く。

排氣カスはターボ過榔淡を通過した後排氣カスポイラに

排出され，その結果高効率の組合せとなり，過給機關の

燃料消費率は無過給機關よりも幾分低くなる．即ち機械
〆

効率が高くなるので試運鱒結果でば全負荷における値は

1599r/B.H.P./hr.以下に止っている.標準型棲關の改良

型では排氣カスプロワーの装置ば別として小さくなる．

ポペツI､弁を用いた場合その開きを急速にし，弁面積

を鹿くぜねばならぬが一方カムも設計し直さねば莚ら

ぬ．燃料ポンプ侭･鍵腫出力に應じより高い出力黄ご要求さ

れる．過給磯關臓正常吸入の設計のものよりも長さが約

25％短縮でき，重量も軽減される．

これらの機關の幾つかはEastAsiaticCo.および

A.P.M611er氏の注文の船腱装備すべくB&W趾に
、

よって製造されていぁ．

また無過給ではあるが,蝋軸12シリング･11,000B.H・P.

のB&W型機關をすえ付ける30,0001,ンの愛ンカー

2隻がNorwayに注文されているが，これに過給を行

うと15,009B.H・P.を發生できる．この出力の磯關が注
文されるのも恐らくそう遠くはないであろう．更にフラ

ンスで13,400B.H.P,のディーゼル機關をもつ31,000トン

のタンカー:<Berenice"がほぼ完成したが，これば内

燃機船としてその大きさの最初のものである．この船の
燃料消費は減遡華置付ダーピンをもつタンカーに比べて

遥かに低く，1日當り約25トンでこれは1年について

7,500トン餘りの油の節減になることを意味する.主機ま

2軸でボイラ油を燃料とすjる．

E3)Werkspoor,Stork,Doxford,M.A､N・型機關

最近船にす裳付けられようとしているものにWerk-

spoor-Lugtの9,600B・H､P.および10シリン〆1.0,000

B.H.P.のStorkの新型機關があり，何れも2サイクル

過給機關である．

Doxfo型は以前に質験的に単シリンダで1,700B､H,P.

即ちシリンダ樫800mm,スI､ローク2,250mmの6シ

リンダ機關で10,000B.H､P.を超えるものを作った。同

1234

i|海外の文献の紹介
凸山

ヨーロッパにおけるボイラ油

を燃料とする新しい高出力

ディーゼル機關

－

－

(NewHigh-PoweredEuropeanDiesels
AreDesignedtoBurnBoilerOil)

世界における最近のディーゼル機關の設計および工作

上の進歩は著しいものがあり，ボイラ油を燃料として1

馬力1時間富り159～163グラム程度の消費率を示す

10.000BH.P.以上の推進磯關が製造されつつある.本論

文憾Mar･ineE刀gineering&ShippingReview:May,

1952上でヨーロッパ涯詣けるこれらの担渉の状況を紹介

したもので以下その概要を紹介する．

最近の高出力ディーゼル機關

ディーゼル機關の設計詫よび製造技術が護達した結

果，イギリスおよび大籠の各工場で罐今や直結またほ減

･速式のシングルスクリュー機關で10,000B,H,P.以上のも
のが普通の装置として使用されている．これらの機關の

燃料消費率ほ159～163gr/B.H､P./hr.程度であり,殆ん

どの場合各装置侭ボイラ油で作動できるようになってい

る．從って同じ燃料で233～250gr/B・H.P､/hr.程墜の

消費率の最近の減速装置付蒸氣ダーピンとの競争に溌い

て非常に有利な状態淀おかれている．

舶用ディーゼル機關の今後の發展方向は次の3つの主

流にまとめられるであろう.即ち

1）2サイクル機關におけ為過給の利用

2）減速歯車をもつ比較的商回鱒の機關の使用

3)100｡F(32｡C)で粘度がRedwoodNo.13,000秒

以上のボイラ油の使用

過給については約15～20年以前に排氣カスプロワー

で過給することによって船舶推進用だけでばなく，産業

用の目的に對しても4サイクルディーゼル機關に新しい

生命詮與えたことが想起される．

同じ考え方を2サイクル機關に對して發展させるのは

更に困難なことであり，すべての進歩的製法所が計謎し

たが，排氣カスターポ過給装置をもつ機關を最初に船に

すえ付けることに成功したのはBurmeister&Wain

壮である．

4)B&W型機關

この過給磯關は6シリンダ，シリンダ煙740mm,ス

｡｡

、

’

Ｊ
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誠はまた過墜給氣について査験しており，多分1年以内

に具磯化するであろうが，同様にM.A.N.でも排氣カス

・過給詮行う複動の15,000B.H.P.の機關を計霊している，

然し戦後のM.A.N.型犠關は普通掃氣装置をもってお

り,過給は行っていないが，高効率で大きさおよび重量

において'5％の減少となっている．これぼ後識氣掃氣
方式(after-chargingscavengingsystem)として知

られてぃ為ものである.これはﾂI氣管に回韓弁があって

排氣ガスが排出されて了うと閉じ従って更にその上に

､描除室氣が導かれより高い平均有効墜力およびその結果

単位出力の墹大が可能となる．これらの機關は現在約50

蕊か60蕊注文されている．

ノ､)Sulzer型磯關

多くの船主達は機關の高速化によって大出力のディー

ゼル船の機關部容積の減少を希望しているが,New
ZealandShippingCo.(蛍この考えを探り入れて6隻の

歯車減速ディーゼル機關を發注しているが，一番鵬は
.年内に完成するであろう．この高速化の目的に對して
-Sulzer型機關の改良が行われ，齢ろ船に10,300B.H､P･

に設計された機關が装備されようとしていろ・これば2
蕊の12シリンダ機關（シリンダ樫580mm)久I･ロー
ク840mm)で221r.p.m．のものであるが，これ,を117
rr.p,1n･に減速して一つのプロペラを騒動しており，公試
では233r.p.m･で12.000B.H.P.の出力篭示した．
この溌關ほ設計上多くの興味ある新しい特徴詮もって

,いる，この嬢關(承元々 ボイラ油で作動できるように設計

されて蕊り，そのため燃料ポンプ｡<ま以前と形が鍵って各
シリンダに燃料弁に近く濁立して設けられ，從って燃料

パイプ・の長さが鐡蒲されている．その上新しい掃氣割慧置

が使われ，多くの黙においてこの形式の機關ほ新しい進
､歩を示している・

ボイラ油の使用

舶用ディーゼル機關にボイラ油を使用す為ことば常識
になっており，およそ150隻の鵬がこの燃料を使用する
.機關を装備し，この外に500～600隻が現在發注されて
:いる．

ディーゼル油の平均國際償格はボイラ油より40％高い

のですべての船主達がこれについて關心左もっている．

機關をボイラ油で作動させるときにほ次の二つの形式が
普通採用される.第一の方法幟最も普通のものである
が，デラパル型遠心油清淨機が直列に設けられ，それぞ

,れPulifierおよびClarinerと秘し，燃料はこれを通
過して温度ほ約160～1800Fに保たれる．他の方法は唯
一つの遠心機(Centrifuge)を用いるもので,ShaTF-

plessあるいはTitonの何れの機械を装備するか庭よ

って違う．

一般にシリンダライナーの磨耗ほボイラ油で作動させ

ると増加するが，その割合は明らかに淨化効力およひ犠

關の形式によって塗化する．

AngIoSaxonPetrolumCo.のタンカーに装備した

ような4サイクル章動機關でば普通1,000時間に約0.004

吋という値にな為といわれるが，他の場合でばこの数字

をこえること75％ということが到っている．この不利

益にも拘らず，至般的な節域ほ非常に大きく，例えば

12,000B.H.P.の楼關をもつある冷凍船でばディーゼル油

の代りにニポイラ油を使用することによって1日に125ポ

ンド即ち1年に約25,000蒙ンドの節減になるといわれて

いる．

4サイクル機關に当する過給

M.A､N･牡でば4サイクル機關に高度の過給を行うこ

とに力を注ぎ，計聲でば2蕊のﾕ0シリンダ機關が減速

装遥を介して単推進軸を駆動し,約10,000B.H.Pを發

生させるとのことで，大型族客船に對して4軸装置で

40,000BH､P.の發生顎可能となる課である．この機關の

主要目侭シリンダ径450mm,ストローク660mmで回

轌數ほ毎分250である．プロワーを躍動す）る排氣カヱタ

ーピンは4段で15,000r､p･nn．で回韓し，腫謝識は軸方

向9段落と窪方向1段落をもっている．また中間冷却器

諮よび筌氣が最柊鴎糒前に流入するもう一つの冷却器を

有する．平均有効篭力韓14kg/cmgという高さで,燃料消

費率鱈141gr/B｡H.P./hr.または0.31Lb/B､H'P./hｴ，.と

いう注目すべき値に至I達できるといおれ，一方重畳瞳減

速装置を含めて66Lbs/B.H・P.(30kg/B､H.P.)である．

このクラスの大型溌關ば現在建造中であり，年内に完

成する模様で4サ芯クル機關が再び寵要な地歩を占める

ょ5になるかも知れない．

、
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〃船舶〃の購請について

常畳r船舶」御勝讃有難く厚く御謹申上げ泉す．本

號をもち第25巻雄維號をお塗りいﾅこました。来年

26巻ば一段と内容の充黄をもって御期待に副いたい

‘と存じます．一府の御鞭捷をお願い申上げ堂ず．

｜寅切判は引つづき黄施致たしておりよれば前もつ

iて御申込みおき賜わりたく存じ堂す．なお1號より

il部定恢130圓（逵共）

’1年分（前金挑込）1300圓（〃）

；半年分（〃）700圓（〃）
1以上のごとく半年および1平前金お沸いこみの金額

Iを改訂しましﾅこ故，悪からず御了承賜わたりく存じ
｜匙す．
~ 一 ~ _ _ － . ● - ~ - - ‐ - ~ 一 一 ‐ 一 ‐ 一 ‐ ‐ ー － － － － － － － － － － － － － 一 ユ ー ー ー ー ー _ 一 ．
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の記録が表示される．aは一定時間毎に記入される分時

マークで經過時間を表し,bは水中香渡の發射によって

記録されるもので邊受波器の水面下の位直に相常子る．

c畦水中魚群の記錬像,dほ邊受波器より水底までの距

離に相當するもので，以上の記録は普通の水中香響装置

に用いられる記録器によって表示される.eは本發明の記

録法によって記録される速礎記競で，この記録遊流橇第

1園に示すように流速計17または推進器軸16に設けら

れ船速と對應する間隔を以て回路詮勵綾するようにした
接黙13鐇よびカム14により電源18からの電流を断綾
してブラシ110，ゼグメンI､8を通じて記録針'二供給せ

られる．ブラシ110ほセグメン1,8と接燗した時のみ

速度記競売記録針に傳逹して記録させるものでその位置

および寸法は記録紙2上の特定の場所に所要の寸法で記

録させることが出来る．速度記號eは船速が一定である
限り糖に一定間隔で記録されるが，船速が大になれば間

隔ほ第2岡Iのようにせまく記録され，葦た船速が小渥

なればⅡのように鹿く記録される．このように本發明に

よれば船速は自動豹に記録紙上に表されるから，得られ

た記録像を船速記號の間隔を尺度として測定しその規模
を適確に知ることが出来るものである.

許解説大谷幸太郎特 許 鹿特
ﾛ■■■E＝＝＝

船逵記號の記鋒法（昭和27年特許出願公告第2533號，

發明者。秋元喜一郎，出願人・沖電氣工業株式會斌）

，從來水中音響装置の記録にほ一定時間毎に自動釣に記

録記號を記入していぉが，この記號ほ船の進行，停止に

拘らず常に一定間隔の記號が記入される篤記録隈の規模

判定に瞳その時の船速尭考慮する必要があった．即ち硲

が停止している場合ほその直下の水中の物禮の像ほ丁度

大規模の物躍が存在しているように記録され，また反對

涯船が進行している場合は物燈は小鍵漠に記録されるか

らこのような記録像からだけで催糞際の物禮の規模を明

確に測定することが出來なかったのである．

本發明ほこのような鉄黙を除いたもので，海鴎魚誌

その他水中物鴎を記録紙上に記録する水中菩響装置にお
いて，記録像の規模を測定する篤に船速に對應する標示
記號（船速記號）を自動約迄記録紙上に記入せしめるよ
うにした粥速記雛の記録法に關するものである．

以下圖面について識明すると，第2圖に示すように一
定の速度で邊られる記録紙2にはa,b,c,d,eなる數種

|||，

’
１
１
Ⅱ
１
１
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‘
‐
‐
Ｍ
Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

ガスターピン装置（昭和27年特許出願公告第2704號，

發明者・郷之部量寛，熊谷直宣，出願人．運職大臣）

從來二段躍縮型カスターごン装置は高嘩系統のカスタ

ーピンと低墜系統のカスターピンを常に連繕して迩鱒を

しているもので輕負荷時において熱効率が低下する歓黙

があったのであるが，本發明偉高負荷時のみならず低負

荷時においても高い熱効率を學げ得るカスタービン装置

を提供せんとするものである．即ち本發明ほガスターピ

’ 2

'||’

’
|’

’

口
第1園

Ｇ
興
ず

’

｜
Ⅱ

零

第2画 第1．画
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ンを高墜系統と低唾系統とに

分け，輕負荷時には弁の切換

によって低墜系統を切り離

し，高座系統の入口諸よび出

口陸力を低騒々 縮摸のスロ塵

端艇懸吊装置のスクリユーステ一（昭和27年賞用新

案出願公告第8640號，考案者・小口芳保，出願人・

三菱日本重工業株式會赴）

本考案は端艇を格納している時罐極めて短く納り，端

艇の振出しに際して瞳所要を平均化すると共に操作時間

を極めて短くし，かつねぢ切り加工部分の短I,､スクリュ

ー尿テーを得ようとするもので，圖面においてダピット

エ5に設けた内側にねぢを持つ駒13を外側にねぢを切っ

たスクリューチューブ9て鎖邇しこのスクリューチューブ

9の内側下端にねぢ10を切りこのねぢ部10を貫流して

撰
釛
塾
単
０
４

､

z%"*{｡0%g可一～‐，~…~'"‘…~~/､局昼≦
力に下げて蓮鱒するようにし

第2園
たものである．

以下圖面について説明すると，ユは低座々縮磯，2は

中間冷却器，3は切換弁，4ほ高睡々縮磯5催熱交換

磯器，6は燃焼器，7は高墜詩縮機タービン,8は高座出

力タービン，9ほ切換弁，10侭再熱用燃焼器，11ほ低墜

睡縮機タービン，12憾低唾出力タービンであって，高負

荷運韓の場合(第2圖に.おいて負荷率x%以上）ほ切

換弁および9はそれぞれ第1岡の資線で示す位置に話

く．然る時は周知の如く室氣ほ低墜灸縮磯1より順次矢
印に從って進み燃嶢器6で燃僥し高座鳧縮磯タービン7，

高睡出力タービン8を廻韓し，これを出たカス侭再熱用

燃焼器10により再熱され，低遥々 縮磯タービン11,低
墜出力タービン12を廻縛して有効出力を護生すると共
に高’倒塑煮縮磯1,4を騒動し陵氣ほ熱交換器5を經て
大氣中に放出される

次に輕負荷運鱒の場合（第2圖廷詣いて負荷率x."
以下）ほ切換弁3および9をそれぞれ第1圖の破線で示
す位置におく．然る時室氣ほ切換弁3を經て高座令縮磯
4に入り矢印に従って進み簿嶢器6で燃焼し高睡肴縮擬
7を躍動し高睡々 縮磯4を廻鱒し，かつ高睡出力タービ
ン8において有効出力を發生する.駿氣は切換弁9より

熱交換器5を經て大氣中に放出せられる．
今第1圖に示すようなタービン装置に諸いて

、

１
１
↓
宮

I

第 1園

高睡系統と低嘩系統を連結して運樽すると，
その熱効率は第2間のlmn曲線に示すように

負荷率の減少と共に著しく低下するのである
が，本發明によれば軽負荷時において低墜系統
を切り離し，高座系統だけを運轌出来る爲十分

の負荷をかけてab曲線に示すように高い熱効

率を以て運鱒することが出來る．これは高睡系
統は元来低墜系統によって加睡された室氣を作

動媒鎧として蓮鱒するように設計されてあるか
ら，その出入口を大氣睡に低下して運鞠する場

合畦その正規出力ほ高嘩系としては加墜された
状態で蓮鱒する場合の正規出力に比して加墜力
(絶對墜）に逆比例して小さくなるからである，

從って高座系統の軍濁運轌正規出力は全禮の正

規出力に比べて著しく小さな値をとることが出

C

1
1

|’

１
１

！
來て，輕負荷特陛が良好になるのである， 第2画
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スクリェーチューブ9の内側に挿通し，外側にねぢを持

つスクリューロッド6から出來た端艇懸吊装置のスクリュ

ーステーに開するものである．

今端艇17．を舷外に振出す時は，ハンドル1を廻轌す

ると軸2,傘歯車3,4を經てスクリューロッド6が廻韓す

るが，駒13瞳ダピッ1,15に取付けられた肘板14により

廻韓しないから，先ずスクリューロッド6だけが廻縛す

るか，またはスクリューロッド6がスクリューチューブ9’

と共に廻韓するかであるが，何れの場合もハンドル1の

遜専を絞けることによりスI､シバ－7，13の作用と相俟

って結局は第1,3圖に示すように駒13を押上げこｵしに

よりダピット15を廻轌して端艇17を舷外仁振出すもの

である．

童た端艇17を格納する場合にば前述の振出す時と反

對健ハンドル1を廻轌すれば容易涯その目的を達し得ら．

れる，
2

I9

隼3瞳I

ー ■1-lb■■■■一一■b＝ L~』

１
１

溌塁加藤一著A5上製200頁280圓(jg25圓）

荒天航泊法
小谷｡南｡飯田共著A5上型340頁450圓(g40圓）

機關十必携
天然祇編B5"180頁280圓("25圓）

舶用品の解読と紹介
朝永研一郎著A5上製210Fi250圓（邊25圓）

舶用機關入門
依田縣二著A5上製400X450m(ig40H)

船舶運用學
ﾉ碩呑信市著A5上製300頁350EI(g403)
舶 用補機

小野幡三箸B5上製折迅圃4*4oo回イ蓬40H)
貨鞠船の設計

高木淳著A5上製240r(300m(X40Igl)

初等船舶算義
中谷勝紀著A5､上製320頁350ml("40H)

舶用ヂーゼル機關
中谷勝繩著A5上製200頁250圓("25園）

舶用僥玉機關
榊戸高等商船蕊佼航海學部編

A5上製180頁180圓("25EI)

航海士必携
關川武著B6上製140頁130圓("25g)

艤装と船用品
一一＝－－■一･司一一一一一一=－■一一割一一号－1－＝－一一一一一4吟一一一一腸一一一一一口■､~一－四

天 然諭 。海事圖書
山縣昌夫著

船型學(推進濤)晶諭(鑿訊慕
船型學(抵抗篇)昂職鷺舗リ

上野喜一郎箸A5上製280頁380Igl("30Igl)

雛の歴史（第一巻）古代中世篇
米國造船造機學會編米原令鐘諜各B5上製

舶用機關工學(第1分冊)650圓(邊50圓）
舶用機關工學（第2分冊)520圓(窪50圓）

船舶局資材課監修B5上型400頁650圓(E50圓）

舶舶の資材
茂在寅男著B6上製210頁280EI("25a)

解 説「レー。グー」
橋本。森共著A5上装200頁300圓(jg30m)

船 舶積荷
依田啓二著A5上製200頁280MJ("25m)

海上衝奏豫防規則提要
小野暢三箸A5上型170頁250H("25m)

舶用聯動汽機
春日。杉浦。雨宮監修A5"500頁800m("50g)
水 産静典

天然就編B5上製300頁600圓(E40g)
船舶の嶌眞と要目

矢崎信之著B6上製300頁250m("25圓）
舶用機關史話

’
ｌ
宮
Ｉ

’
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勺
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船舶第25巻索引
(昭和27年第1號から第12號まで)

A
｜大阪商船･造船課長,新三菱燕戸造船艤装

’第6回國際船型研究所長會議詰諭案

第三眞盛丸進水（涛鍵）．

第三満鐵丸（富眞）

第八興南丸（富眞）

第七，八興南丸進水（嶌鋤

第七興南丸〈毒眞）

第八東西丸（篤眞）

第七京九進水（富眞）

デツカシステム（中距離航法としての〕．

について庄司和民

電橋回路（最近における抵抗線型電氣的
歪計の進歩2）石山一郎

第二唯洋丸（富昼）

E

永眞九進水（鴬填）
永翼丸く鱈眞）

EURYCLEIA號

EURYCLEI蛮號･(富眞）

EURYCLEIA號進水（富眞）

F

船の防火構造に開する震験装置について

江頭陸，宮川秀人

船の振動思い富るの記大久保洪徳

勝の塗装(_E)-生島莊三

鵬の塗装（下)．生島荘三一

富士丸進水（日鋤（篤興）

富士丸（日鐵）（篤眞）

富士丸進水（新日本）（恵翼）

鰐と色彩調節村上外雄，多田義典

號頁

ADRIAS進水（富眞） 11

ア蔦帝哉二アン・I､ラベラー（篇箕）12

赤城丸（富蕊） 1

赤城丸および舸蘇九膳ついて：黒川正典5517

鯛石山丸鰯眞）’ 1

明石山:丸ニューヨークにおける入渠報告
量 内田勇121222

秋 葉山丸（嶌眞）己．6

秋田ﾇ嘩水幅眞)…J－と9

秋田：丸（嶌眞）、’0‐
AILIANCE進水（富眞)12

アメリカ丸（鳶箕 l _ : . 1 / 6

アメリノヵン・噂1－頁＝ずオブ･シツごングの第

；90回年次總會に潴咋る‘グリ．－シ禽長の演読4422

－青葉山乳進水〈富眞）4
【あらずか丸幅眞)2
ありおけ丸進水（鴬眞）5

葱馬丸 進 水（富眞）2
有馬丸（富眞）4

阿蘇丸および赤城丸雁ついて黒川正典5517
ぁしのこ丸（平ｽk航終木造客船）

．・渡避海太郎,森山茂雄121203

あすとりあ丸（ 篤 眞 ） 9

熱海丸（富眞） 5

Auris號カスダーピンのみで犬西洋構断4.415

淡路山丸（罵凝） ．⑭4

粟国丸（富蕊）‐ 9

粟田丸進水（篤眞） 7．

B

B&W型ディーゼル機關を搭載せる日本商船

一覧表船舶局機械課8858
米海醒の栂指鑑隊 1

米 國の貨物船丙剛勇3：300

米國職鋳T-2型油醗船の輝章と研究
山口i勵人101006

c

c重油（舶用ヂーゼルに使用する）の

清凝について 古山圭一蝿．6639

Carg"aire装置について（船鮠潔度調鯲

121177
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概観漁船磯關 矢内敬三88541
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かりほるにあ九（改造油贈船）について
ｰノ

日立造船設計部

かりほるにあ丸（蕾解極東丸）罵眞）

經濟龍まび耐久試運簿規則1950年版

絹笠の沈没が教え為もの

近汕丸（油槽船）狸鹿試験・

迂油丸静的硬度試験について（座談雪）

高墜高温用蒸氣弁についてき,瀬尾正雄

國産新法定船用備品の現状岡田恭戯

こるんぴあ丸（篇眞）

高東丸（篤眞）．

港繕工事用50屯起重機船について

三宅淳達

こうず九（富眞）

國島丸（富眞）

國島丸（遠洋貨物船）の機關部について

，玉澤廣

國島丸について石川島重工・遥船設計部

くるし詣競（潜水探測磯）佐舎木忠義

協榮丸護山光一

協榮丸（嶌眞）

協優丸鶴見造船所設計部
京都丸（篇眞）

L

LargeNavigation 波多野浩

6 6 4 3
{GENIE進水（富眞)f零型電吾－．号

才線渥ょ潟鋼材鉄箔橡査および厚さの測定

篠田軍治，戸村光一，嵩龍唯

カルフ．ストーリーム號(ド内諾ﾔ勺(富眞）

､合板緒について（1）渡邊梅太郎,森山茂男
〃（2）渡邊海太郎，森山茂男

〃(3)渡邊梅犬郎,謀山茂男

8

3317 1079１
９
６
１
２
５
２
９
１
．
１

１
．

７
４
５
６

659

108

218

527

210

897

437

535

636

.-_H

はゎぃ丸進水（富眞）’

ほゎい丸（富眞）

ヘレン・メルスク（富眞）

日立B&Wヂーゼル三番磯(富員）
日立B&Wヂーゼル四番磯（富眞）

彦山九（富眞）

ひまらや丸進水（嶌眞）

-.．『ほくと」およびその設標作業に､ついて

川崎重工業株式會牡

,ぼくと丸（設標船）（篇眞）

北海丸（富眞）

北海丸進水（富眞）

標準海上試運鱒規則1949年版

I

INAGUASHIPPER(鴬眞）

.1NAGtJASHIPPER(三螺旋デ4－ゼル

油糟船保井一郎

石川島設計の理000HPタービンについて

井 上 宗 一

ユ948年安全條約の發効と艦舶安全法の改正

上野喜一郎

五十鈴丸（篇眞）

:Z,900噸型汽船練習播北斗丸について

航海訓練所

J

"磁氣羅針儀の装備に關して

佐藤健一郎，小黒英男

自動熔接について増淵興一

蒸氣の睡力および温度の機關部重量に

およぼす影響

潤滞油による整流子の異状磨耗

北野廣雄，大浦芳雄

K

〈改良された最近の光畢摸計研野作一

３
６
２
、
６
９
．
１
１

１
，

I

’
111119

2

1

723７
６
６
１
５

Ｊ

ゞ
５

408

62

67

289

４
１
１
３
２
ワ
】
２
１
１

553

1209

6

6605 1 1 0 2

亜

M.A．N.型機關を搭載せる日本商贈一覧表

船舶局關連工業課
丸ボイラ鏡板彊度試醗について

昌島九進水（富眞）

昌島丸（篤眞）

明和丸（嶌眞）

めきしこ九（篇眞）

ミーハナイトの原理と製品の性状

橋本三彌

M.S.型ディーゼル椴關を搭載せる

日本商船一覧表．舟馴自局關速工業課

武庫春丸進水（篇翼)

121186

9916

1

０
０
３
５
１
７

１
１

1044

1046

121199

9907

7709

7 7 3 2

111136

12101047

121171
１
１
１

蘭

永兼丸（篇眞）

永兼丸進水（窺眞）

５
３111109
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船 舶編集室8

日木造船研究會について出淵巽11

白光丸進水(富眞）’0
日光丸を例とせる高出力タービン船の機關部

菅侭について， 田中兵衛10

日 新丸（篤眞）エ

日新丸（鯨工贈）川崎重工業株式會社1

日聖丸（富眞）8

日聖丸遠 山 光 一 8

日聖丸資粥賛鹸援助者蓮輪大臣より表彰状詮受

く 8

日聖丸演船置験（北太平洋に蓋ける）

より歸りて（'）木下昌雄8
〃（2）木 T昌雄9

〃（3） 木下昌雄10

〃（4）木下昌雄11

日聖丸査粥試験（座談會）8

日聖丸笈船試験の經過について
菅四郎8

日章丸（嶌眞）3

0

厭米における熔接技術の現状（'）
木原博7

（2）〃

木原博8

おりんぴあ丸（嶌眞）7

應力測定法と歪計坂扱法（最近における抵抗線
型電氣的歪計の進歩3）秋田好雄11

應召した日の丸船隊（6）船舶編集室1
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